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プロローグ












　心臓が溶けて蕩けてしまいそう。

　私は空を見上げる。春の朝日が、桜の花弁の隙間を通して落ちてくる。風に滲む桜色が、ひとひら、ひとひら、落ちてくる。

　ぱしゃん、とお湯の微かな音。白い温泉に浮かぶ、桜の花はな筏いかだ。

　頬が死ぬほど熱いのは、温泉のせいか、私の身体を指で蕩かそうとしている彼のせいか。

「ん、っ……」

　上がりそうになる嬌声を、必死で抑える。

　高級旅館の部屋付き、檜作りの露天風呂。すぐそばにはソメイヨシノが植えられている。もちろん屋外――あまり騒げば、周りに聴こえてしまうのは、分かりきっていることで。

　だからこっちは必死に我慢しているのに――お湯に浸かりながら、背後から私を抱きしめ耳朶を噛み続ける男は、そんなもの気にかけてもいない。いや、そうではなくてこちらの羞恥心を煽るのが愉しくてたまらないのかもしれない。

　彼の指が、私の乳房の先端をきゅっと摘む。出したくないのに、甘えた高い声が喉から漏れる。

「や……っ、声、恥ずかし……っ」

「恥ずかしいなら我慢しないと」

　彼の少し掠れた、低い声。耳元で囁かれたその声が、鼓膜も脳も理性も溶かしてお腹の奥をぐずぐずに蕩けさせる。

「ん……っ」

　身じろぐと、ぱしゃ、とお湯の音がする。彼が低く笑って、私の首筋に吸い付きながら強く乳房を揺すった。

「んぁ、ぁ、あ……っ」

　思わずお湯を掴む仕草をしてしまう。当然掴めなくて、手のひらを握りしめて――掴めたのは、一枚の桜の花びら、ただそれだけ。

　快楽は逃せずに、蕩け切った身体のなかをぐちゃぐちゃにして。白い湯面が揺れる。花筏が揺蕩たゆたう。その間も、彼は私の乳房を執拗に弄るのをやめない。乳腺を引き伸ばすかのように強く揉み上げたかと思うと、壊れ物でも扱うかのように柔らかく触れ――かと思えば先端をこりこりと指先で弄り、また強く摘んで――私は耐えきれなくて、淫らな呼吸を繰り返しながら身体を反転させ、彼にしがみつく。

「こら、触れない」

　甘い、子猫を叱るような彼の声。

　私は必死で首を振る。このままでは、あられもなく喘いでしまう。彼を求めて盛りのついた猫のように叫んでしまう。

　お腹に彼の屹立がぐっと当たった。

　私は昨夜、これに貫かれた時の快感を思い出し、ぐっと唇を噛み締めた。ふしだらな本能が、これを欲しがって子宮を締め付ける。

　彼は「仕方ない」といった風情で息を吐き、ぎゅっと私を抱き寄せた。この淫らな責め苦もおしまいか、とホッとした私のお尻を、お湯の中、彼の指が撫でる。

「――ッ！」

「すごいな。お湯の中なのに後ろまでヌルヌルなのが分かる」

　そう言いながら、彼の筋張った指先が足の付け根に移動して。

「っ、やめ、だめ、……ッ！」

　だめ、と言ったのに、彼の男の人らしい太く、しかし綺麗な長い指がぬぷぬぷと私の肉襞の間を押し入ってくる。彼の指が進むたびに湧き出るぐじゅぐじゅした快感が、子宮をきゅうんと震わせる。

「ぁ、あ……っ」

「可愛い。ナカ、こんなにピクピクさせて……」

　彼はそう言って指を増やす。私のナカはそれを悦んで受け入れて、最奥が期待でひくつく。

「ん、ぁ、あっ」

　腰が勝手に動く。私のナカを指で弄ぶ男が、くっと喉で笑った。ひどく淫らな、大人の男の仕草――

「指じゃ足りなさそうだな？」

　そう言いながら、彼が私から指を引き抜く。お湯がナカに入りそうなほど、入り口がひくついているのが分かった。

　彼が私をお姫様抱っこで抱き上げた。ざば、とお湯の音がして――視界の隅に、彼の赤黒い屹立が見えた。ハッと息を呑む。

　彼は軽々と私を抱いたまま、ウッドデッキを抜け部屋に入る。濡れたままの私をベッドに寝かせてのしかかり、ぐっと両足の膝裏を持ち上げた。

「やだ、明るい……」

　自分のナカが彼に丸見えになるのが恥ずかしくて膝を合わせる。彼は私の膝にキスをひとつ。思わず彼を見て――目が合う。幸福そうに、彼は笑った。

　ほんとうに幸せそうに。

「あ……」

「千ち早はや」

　彼は私の名前をただ呼んで、膝を破り開く。

　そうしてヘッドボードに置いてあったコンドームを手に取り、指と歯で器用に開けて。

　私はそっと視線をずらす。

　期待で呼吸が淫らに、速くなる。

　子宮がわななき、粘膜が熱く蕩けて。

　入り口に彼の屹立があてがわれた。

「好きだ」

　真っ直ぐな声に、ぱっと顔を上げる。

　真剣な眼差しと、目が合った。

　入り口に、肉張った先端が「くちゅっ」とはしたなさすぎる水音を立てて埋め込まれる。

「あ、……っ！」

「千早……愛してる」

　彼の切なさを内包したような掠れた声と同時に、彼が一気に最奥に挿入はいってきた。待ち望んでいた最奥は、強烈な悦楽を一瞬で連れてくる。私は身体を跳ねさせ、彼にしがみついた。びくびくとナカが痙攣し、彼を締め付ける。

　ヨシヨシと彼が私の頭を撫でた。こめかみにキスが落ちてくる――

　窓の外で、強い風が吹いた。窓ガラスがカタカタ揺れる。桜がぶわりと舞って、くるくる落ちた。窓一面が、散りゆく花弁で桜色に染め上げられた。

「千早」

　優しく甘く、彼が私を呼ぶ。

　私はくらくらと蕩けた思考で、ただ考える。

　もしかして。

　もしかして私、本当に彼に……愛されている？

　まさか、そんなはずない、否定する理性を優しく甘い彼の声が塗りつぶしていく。

　どこについていたのか、ひとひら、桜の花弁が視界の隅を横切った。
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　磨き込まれた窓から見える空は、突き抜けるような青。この時期、豪雪さえ珍しくない冬のニューヨークではちょっと珍しい天気らしかった。

　手元には香りのよいホットコーヒー。

　世界的大女優のマネージャーになったありがたみを感じるのはこういう時かもね――と、元大統領の名前を冠した国際空港、そのスイートラウンジでコーヒーの香りを嗅ぎながら思った。インスタントではない、丁寧に淹れられたコーヒー。

　ダイニングエリアはなかなかの盛況。

　私の向かいの席では、私が担当する女優である福間ふくま亜里沙ありさがその形の良い唇を尖らせてケーキをつついている。サングラスをかけているにも関わらず、あたしとっても不機嫌なんですよ、というのを隠しもしない。

（まあそういうところが、可愛いんだけれど……）

　こっそりと苦笑している私を、亜里沙さんが軽く睨む。

「ねえ～」

「なんですか？」

「千早ちゃーん？　あたしの敏腕マネージャー、古賀こが千早ちゃあん。あたしのお尻、ビジネスクラス以下は座るの無理って言ったよね？　狭いのよ、ねえ～」

　不満の原因は、予想通り、ニューヨーク―成田間をファーストクラスで移動できないことらしい。なにしろ急な帰国で――――とある映画の撮り直しが入ったのだ――なんとか押さえられたのがこの便のビジネスクラス。これでエコノミーしか空いてなかったらと思うとゾッとする。彼女の機嫌は地ち殻かくを突き破ってマントルまで達し、しばらくは浮上しなかっただろう。

　私は亜里沙さんを見て笑った。

「大丈夫です、亜里沙さん小尻だから余裕ありまくりです。とっても形が良い素敵なお尻です。あれ、前よりきゅっと上がってないですか？　ラインが綺麗」

「そう？　こないだ始めたトレーニングが良かったかな……って、そんなこと言ってないの！　ビジネスクラスの椅子なんて痛くてお尻が割れちゃうわ！」

　これは元から割れてます、と突っ込んだ方がいいやつかな？　と苦笑しつつ口を開く。

「仕方ないじゃないですか、大おお牟む田た監督がどうしても撮り直したいって。あの監督、こだわりが強いのはご存知でしょう」

「大して変わんないわよあのバカ親の七光りアホ監督」

「亜里沙さん」

　誰が聞いてるか分かりませんよ、とさりげなく彼女の白魚のような指先に触れる。爪の甘皮なんてそもそも存在しないかのような美しい指先は、ぽかぽかと温かい。

（あ、やっぱり眠いな亜里沙さん…）

　こういう時の亜里沙さんはさっさと寝かせるに限る。眠いとご機嫌斜め度三割増しなのだ。二歳児のように……彼女は二歳児より三十歳も年上なのだけれど……さて、どうやって寝かそうかな？　搭乗前に寝てしまうと、起こした時に機嫌がさらに悪くなる。

（どうしたものかなあ……）

　まさか、本当の二歳児のように抱えて運ぶわけにもいかないし……

「また他人に迷惑をかけて」

　背後から低い、少し掠れ気味の声がした。耳触りのよい、多くの女性が好きそうな、そんな甘い声だった。

「幼稚園の固い木の椅子にだって座ってグースカ寝ていたくせに我儘を言うなよ、亜里沙」

「あれ、あさちゃん。久しぶり、何してるの？　散歩？」

　亜里沙さんがのんびりした声で言う。

「ちゃん呼びするな。お前の散歩はニューヨークにスーツで来ることなのか？」

「やだ相変わらず冗談通じない～」

　私は座り心地のよい椅子に座ったまま、その人を見上げた――身長は一八〇センチ後半くらいか。かなり整った眉目、すっと通る鼻筋に嫌味のない口元。どちらかというと柔和な顔つきのはずなのに、目元…‥というよりは瞳からは、きりっと鋭い、よく切れる刀のような印象を受けた。単純に「イケメン」というよりは「精悍」と言い表したほうが良い顔つきだった。

　明らかに上質な、おそらくフルオーダーと思われる三揃いのスーツをさらりと着こなして、その人は目元に意外なほど柔らかな表情を浮かべて私に目礼を寄越す。

（……え、誰!?）

　顔に出さないように気をつけつつ、めちゃくちゃ焦る。おそらくはモデルか、……いやモデルにしては少しだけ筋肉質すぎるし鋭すぎるところを見ると、俳優か。ウチの亜里沙さんと気安い仲ということは、それなりの地位にいる人物だ。そんな人に「どなたでしょう」のような態度はまずい。とてもまずい！

（どういうこと!?　なんで知らないの、私!?）

　頭の中で「業界人ファイル」をばらららとめくる。会っていたら確実に記憶にあるはずだ。もしかしたら日本人じゃない？　韓国か台湾の俳優さんとか……

（とりあえず挨拶を……）

　平静を装い立ち上がろうとした私を、亜里沙さんが手で制する。

「あ、千早ちゃん、いいのよこいつ一般人。一般ピーポー。庶民。あたしの幼馴染。幼稚園から高校までエスカレーターで一緒。ちなみに高校の時、ちょこっとだけ一緒にドラマに出てたこともあるんだけど。大学は裏切って国立行ったのよ酷くない？」

　某有名私大の付属幼稚園から高校まで一緒……しかも「福間亜里沙」とドラマで共演……というのはあまり「一般ピーポー」ではないと思うのだけれど。

　……でもそれにしたって、亜里沙さんの出演作は全て観ていたはずなのに。子役出身の彼女の作品を、デビュー作からそれこそカメオ出演のものまで、全部。なのに、どうしても目の前の彼に関する記憶がない。十五年前くらいの作品ならあの映画か、あのドラマ……と思い浮かべている私の横で、その人は肩をすくめて笑う。

「たいそうな紹介をどうもありがとう、亜里沙……マネージャーさんか？　我儘だろう、こいつ」

　そう苦笑しながら、彼は私に名刺を渡してくれた。すかさず名刺を返す――それから彼の名刺をまじまじと見つめた。黒崎くろさき旭あさひさん。

　二点、驚くべき点がある。

　まず、彼は本当に俳優でもモデルでもないということ。

　それから彼の職業――有名総合商社の海外事業部の課長。亜里沙さんと同級生ならば、まだ三十二か三のはず。他業界には疎い私だけれど、どうやらエリートさんなのだろうと推測できた。

「でもほんっと久しぶりね、あさちゃん。四、五年ぶり？」

「そのくらいか。会うたびに担当マネージャーが変わっていて驚いているんだが……君で何人目だ？」

　黒崎さんの視線がこちらへ向く。私は名刺をしまいながら答えた。

「十人目と聞いています」

　大学卒業後入社一年目で唐突に抜擢され、もうすぐ丸四年なのだ。ちなみに最長記録を更新中とのこと。

「……大変だな」

　心底同情する顔で言われた。なるほど幼馴染ならば、亜里沙さんの唯我独尊な性格も知り尽くしているか。

「あはは、いえいえ。そんなに我儘は……時々、割と、よく」

「我儘ですって!?　あたしみたいに聞き分けのいい女優、そうはいないわよ!?」

　どこがだ？　と黒崎さんが言った時、スマホに通知が入る。ビジネスクラスの搭乗が始まったらしい――私はむんと気合を入れ直した。「福間亜里沙ニューヨーク成田間すやすや計画」のスタートなのです。

　視線を感じて振り向くと、黒崎さんと目があった。

「……なにか？」

「いや、気合いがすごいなと……飛行機に何が？」

　不思議そうな黒崎さんに、私は笑って誤魔化す。

　とにかく亜里沙さんを寝かしつける。眠らせてやる。なんなら十二時間、たっぷりスヤスヤしてもらいますよ亜里沙さん……！

　亜里沙さんが眠っている間しか、私の休憩時間はないのですから！






「んーせまぁあい。ねえせめてワインは飲んでいい？」

　今回搭乗したビジネスクラスは、ボックスシートになっている海外エアラインのもの。私と亜里沙さんは前後の席だった。シートベルト装着ランプが消え、さっそくワインを飲みたがる亜里沙さんを私は立ち上がらせた。

「ダメです」

「えー？」

「飛行機で飲むと悪酔いしちゃうでしょう。ほら、シーツ敷いてあげますから」

　事前にアテンダントさんからシーツを受け取っていたのです。これも全て「すやすや計画」のため。上空一万メートルで不機嫌になられちゃ、手がつけられない。

　シートをフルフラットにしてブツブツ言う亜里沙さんを寝かせ、ブランケットをかけた。発熱しあったかくなるアイマスクもつけさせる。

「あっ！　ほら、ビジネスだからフルフラットにしてももうちょっとで足つきそう！」

　つま先を伸ばして文句を言う亜里沙さんに

「ついてないから大丈夫ですよ」

　そう答えてヨシヨシ、と彼女の頭を撫でた。さりげなく頭皮マッサージ。

「あたしの身長があと五センチ高かったらどうするの！」

　私は思わず吹き出しかけた。百七十センチある亜里沙さんが足を悠々伸ばせるのだから、エコノミーに比べれば相当広い。

「もう成長線閉じてるから大丈夫ですよ」

「なにそれ？」

　亜里沙さんの声が少しトロンとしている。耳ツボマッサージに移行した。

「骨にあるやつらしいです。閉じちゃうともう伸びないんですよ」

「へえ？」

「正確には『骨端線こったんせん』とか言うみたいです。成長するときに骨が伸びたり太くなったりするのに必要なんです。骨の隙間にあるのですが二十歳ぐらいで閉じちゃうんですってー」

「へえ……」

「軟骨細胞が」

「ふう…ん」

　すうすうと寝息を立てる亜里沙さんに、私はにやりと笑ってしまう。やはり、亜里沙さんを寝かせるには興味のない話をするに限る。

（……限界まで眠かったんだな）

　こっちにだって、単なる遊びで来たわけじゃない。ニューヨークの老舗ブランドのモデル――それもアジア人初――に選ばれた亜里沙さんは撮影でもパーティーでもインタビューでも、ずっと気を張っていて。

　もう一度、頭を撫でてあげる。六歳も年上なのに本当に子供みたい。

　なんだか母性的なものに突き動かされ頭を撫でている私の背後から「育児か」と声がした。

　振り向くと、ジャケットを脱いでベスト姿になった黒崎さんが、亜里沙さんを呆れ顔で見下ろしている。

「……君、完全に亜里沙のお母さんじゃないか」

　苦笑する黒崎さんに苦笑を返す。

「秘密ですよ？　可愛くて仕方ないんです」

「正気か？　この高飛車我儘女王様がか？」

　信じられないものを見ている顔をしている黒崎さんに思わず笑うと、黒崎さんはほんの少し目を瞬いた。じっ、と見つめてくる視線に少々たじろぐ。な、なんだろう……？

　黒崎さんが僅かに小首を傾げた。

「君の可愛い女優様が寝たんなら、良ければ少し俺にも付き合ってくれないか？」

　私はきょとん、と彼を見返して――

　黒崎さんに連れてこられたのは、ビジネスクラス専用のバーだった。半円のカウンターには、笑顔を浮かべているアテンダントさん。背後の棚には、数種類のリキュールやウイスキーが並んでいた。もちろん機内ということもあり、そう広いものではないけれど椅子だってある。

　普通のバーとは違い、家族連れも訪れるためチョコレートなどのお菓子やジュースもたくさん取り揃えられていた。ウイスキーを頼む黒崎さんの横で、私は紅茶とチョコレートをオーダーする。

「飲まないのか？」

「仕事中ですので」

　答えながら思う。きっと面白味のない女だと思われたに違いない……って、黒崎さんにどう思われようと知ったことじゃないのだけれど……と彼を見上げて目を疑った。

　彼はその目元を綻ばせて、楽しげに笑っている。なにか眩しいものを見てしまった気分で、私はサーブされたティーカップに目線を落とした。なにを話せばいいんだろう？　亜里沙さんの幼なじみのこの人に……

「そういえば、君と亜里沙の馴れ初めを聞いてもいいか？　そもそも、なぜ芸能事務所なんかに？」

「ああ……実は私、アイドルになりたかったんです」

　非日常の高揚感からか、普段は秘密にしていることをポロっと口にしてしまった。

「アイドル？」

　驚かれた。それもそうか、と内心苦笑する。私は地味だ。それでも舞台で輝くことを夢見た。あの光り輝くライトを全身に浴びてみたかった。恋愛も何もかも、後回しにして――けれど、叶わず。

　大学在学中に挫折して、就職活動を始めて。

「せめて作る側に行きたいなとテレビ局とか制作会社も受けたんですが、落ちちゃって。たまたまウチの会社だけ受かった感じですかね……」

　まさか「あの」福間亜里沙の担当になるなんて、夢にも思っていなかったけれど。

　私の半分愚痴のような韜晦とうかいを、黒崎さんは黙って聴いてくれた。そうして少し微笑んで「可愛かっただろうな、アイドルになった古賀さんも」なんてことを言う。

「……!?　っ、いえ、絶対そんなことないです、地味でモブだから落ちたんですオーディション」

「そうか？　じゃあ今度歌ってくれよ」

「い、いえいえいえいえっ」

　黒崎さんは目を細めて、何やら嬉しそう。か、揶揄からかわれている……!?

　黒崎さんと話し出すと楽しくて、時間を忘れてカウンターで話し続けてしまった。時計を見ると離陸してからもう二時間半も経っている。
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「……と、あ、すみません。なんだか長話に」

　お疲れですよね、と黒崎さんを見上げた。

「いやこっちこそ付き合ってもらっているんだ。実は狭いところが苦手で」

「狭いところ？」

「そうなんだ。そもそも今回、二週間の予定で出張に来ていたんだが、急遽帰国することになって。職場から直接空港に向かう途中で適当に席を押さえたから……ボックス席だと知らなかったんだ」

　黒崎さんは肩をすくめる。

「閉所恐怖症……とまでは行かないんだけれど」

「そうなんですか……」

　たしかに、席をフラットにしてボックス席の扉を閉めると、多少の圧迫感はあるかもしれない。

「それもあいつのせいなんだけれどな。福間亜里沙」

「え!?」

　驚く私に、黒崎さんは苦く笑う。

「あいつの実家、由緒ある旧家なのは知っているだろう？」

「ああはい、世が世ならお姫様ですよね……」

「世が世でなくても女王様ではあるけどな。とにかくあいつ、何が目的だったか知らないが……まあ亜里沙のことだから単に面白そうとかそれくらいの感覚だったのかもしれないけれど、あいつ、家の蔵に俺を閉じ込めたことがある。五歳くらいの時だったかな」

「えっ!?」

「酷いだろう？　しかも本人は忘れて昼寝をしていたんだ」

「福間がご迷惑を……」

　思わずいつもの癖で頭を下げてしまった。黒崎さんは眉を下げて笑う。

「しかも俺が助けられた後、亜里沙本人は素知らぬ顔でキョトンとしていたんだ。誰も亜里沙が悪いなんて思わなかった。驚いたよ。その後大人がいなくなってから『ごめーん』なんて謝られてね……あれは天性の女優だよ」

　文句を言っているようで、微笑む表情は楽しそうだと思ってしまう。それだけ気やすい仲なんだろうな……って、なに亜里沙さんを羨ましく思っているんだろう。

（私は、モブなのに）

　あの人を思い出す。『君は福間亜里沙の引き立て役に過ぎないんだ』『モブが主役になる夢を見れたんだ、感謝してくれよ』――ああ、忘れろ。過去のことなのに。卑屈な感情が胸で広がっていく。

　魔法の言葉があればいいのに。ちちんぷいぷい、とか何でもいい。嫌な記憶を消してくれる、魔法の言葉――

　と、ふと頭に温かさを感じた。

　大きな手。

　はっと見上げると、黒崎さんがその端正な眉目に心配の色をありありと浮かべて私を見下ろしていた。

「大丈夫か？　すまない、疲れていただろうに付き合わせて……席に戻ろう」

「っ、あ、違うんです、ちょっとぼーっとして」

　慌てて笑うけれど、黒崎さんの大きな手は私の頭を労わるように撫でてくれているし、心配そうな眼差しも変わらない。えっと、ええっと、どうしよう!?

　頭の回転が完全に停止している私に、ふと背後から声がした。

「お客様、もしよろしければ」

　振り向くと、アジア系のアテンダントさんだった。綺麗な日本語で微笑んでくれている。

「ビジネスクラス、中央席にふたつ空きがございます。ペアシートですので、もしよろしければそちらでご歓談されますか？」

　お連れ様がお疲れのようですので、という言葉に黒崎さんが私を見遣りながら言う。

「いや、もう彼女の席に――」

「お、お願いします」

　私は頷いた。

「古賀さん？」

「あの、ペアシートならパーテーションとったらかなり広くなりますから。少しは閉所、平気なのではと……」

　私の言葉に、黒崎さんは思い切り驚いた顔をして、それから少しだけ考えるように眉を上げた。

　そうして、結局――

　私たちは中央席、仕切りを下げてふたりで着陸まで話し続けた。時折微睡みつつ、十時間も話し続けたのだ。周りでは寝ている人もいたから、邪魔にならないように、できるだけ近くで。

　好きな食べ物、それから趣味。行ったことのある都市に行ってみたい場所。色々なことをお互いに話し合った。

　彼と話すのは、とても楽しい。

　でもそれだけじゃなかった。お互い、黙り込むこともあったけれど、その時間さえ妙に居心地が良くて――黒崎さんの人柄のようなものだろうか、と私は機内の空気と話しすぎで少し乾燥した喉をコーヒーで潤しながら思った。

　着陸のためにシートベルト装着サインが点いた機内で、私たちは顔を見合わせ笑ってしまう。

「こんなフライトは初めてだ」

「私もです」

　ぼんやりと眠いのは、話し疲れたせいかフライト疲れか、はたまたもう時差ボケが始まっているのか。

（でも、ほんとに楽しかったなあ……）

　もう会う機会もないだろうけれど、飛行機に乗るたび黒崎さんのことを思い出してしまいそう……と、黒崎さんが私に向かって手を伸ばす。男性らしい筋張った指先と、きちんと揃えられた爪。

「古賀さん。悪いが、さっき渡した名刺を一度返してくれないか？」

　不思議に思いつつ名刺を返すと、黒崎さんはボールペン――デパートにある文房具屋さんで見るような、重厚な黒いペン軸のもの――を取り出した。そうして裏にさらさらと何かを書き込んでいる。

「私的な番号だ。もし良ければ今度、食事でも」

　受け取りつつ、脳内で大きく叫ぶ。割とマジで大声だ。心の声が聞こえる人がいたら「うるせえ！」って怒鳴られるだろうくらいの声で――

（あんたもかー!!）

　結局、この人も亜里沙さん目当てだったとは……何回目だろう、こういうの。

　実のところ、亜里沙さんは業界でもガードが固いことで有名だ。週刊誌どころかネットの噂話ですら、男性との噂が出たことがない。そんな亜里沙さんを落とすために、私は亜里沙さん目当ての男性たちからさんざん「そういう扱い」をされてきたのだ。

　私を落として、亜里沙さんに言い寄るための駒にする。

　そんな扱いを。『あの人』にだって……

　以前、友達にポロッと愚痴ったとき、「勘違いじゃないの？　千早を本気で口説こうとしてる人もいるかも」なんて言われたけれど、裏も表も信用できない芸能界で、そんな人皆無だった。そもそも亜里沙さんを口説こうとしてるのも、本気で亜里沙さんが好きなわけじゃない。単純に「あの福間亜里沙を口説き落とした男」になりたい人が大半だった。

　それにしたって、似たような展開は経験しすぎていて、何回あったかカウントさえしてない。こんなに話してからというのはさすがに初だけれど、この名刺に私用の電話番号書かれるの、あるあるすぎてデジャヴすら感じない。それしたら信用するとでも思ってんの？　ってくらい、ほぼ全員が判で押したように同じ行動をするのだ。

　まったく、毎回毎回利用されるこっちの身にもなって欲しい。というか、幼馴染なんだから、まだるっこしいことなんかせず直接行けばいいのに……めんどうくさいなあ、もう！

　あー、でも会うのも四年ぶり、って言っていたっけ？　だから、まずは私を「使える」ようにしたいんだろうけど。

『あの人』だって私をそう扱った。初めて好きになって、初めて身体を重ねて処女を捧げたあの人だって。

（でもそのおかげで、それ以降の男性の魂胆には気がつけるようになったから……）

　あまりにも痛い教訓だったけれど、彼のおかげで私は大好きな亜里沙さんを変なスキャンダルに巻き込まずに済んでいるのだろう。

（……小森こもりめ）

　あのクソ男。

　初めて好きになった人だった。プロモーターの年上の男性で、業界のことに詳しくて、……お姫様扱いしてくれた。最初は。最初だけは。

　男慣れしていない小娘を手玉にとることなんか、彼にとっては朝飯前だったのだろう。行き慣れない会員制のレストラン、高級外車に乗せられてのドライブ。

　簡単に身体を開いて、愛されているんだと有頂天になって。

　でも一度抱かれてから、地の底までガラガラと崩れ落ちるのは一瞬だった。呆れたような彼の声が忘れられない――『は？　お前はまあ、彼女というか、セフレだろ』『亜里沙さんと遊びに来いよ』『また抱いてやるから』

　あの時に、私はもう恋なんかしない――できないって分かったのだ。私は主役になれない。キラキラ輝く主演を見つめるモブのひとり。

（……それに、『また抱いてやる』だなんて）

　内心、苦笑してしまう。なにも気持ちよくなんかなかった。痛いだけだった。セックスってあんなもの？　男の人は気持ちいいんだろうな、知らないけど。

　私はそんなことを一瞬で思い返して、すぐに名刺から顔を上げ、いつも通りのビジネススマイルに切り替えた。そうして黒崎さんにニッコリ微笑む。まったく、千早ちゃんの心からの笑顔を返してよ、もう。

　あなたとたくさん話せたの、本当に楽しかったのに。

「そうですね～、機会があれば」

　黒崎さんは少し眉を寄せたあと「なら」と声のトーンを変える。

「いま決めよう。いつにするか」

「……え」

「来週の月曜日はどうだろう。知人がオイスターバーを開店したんだが、なかなか旨い」

「牡蠣……」

　私は胃が勝手にきゅっと動くのを感じた。

　ニューヨーク―成田間、さまざまな話をし続けたのだ。私の好きな食べ物に関しても、つい話してしまっていた。失敗したなあ……

「決定。いいよな」

　私は最後の足掻あがきで手帳をめくる。

　亜里沙さんの予定によって不定期な私のスケジュール。月曜日は午前中だけ台本の読み合わせで、午後はそれが長引いても良いように空けてあって――火曜日はお休みだった。ぐっと息をつめながら、一回だけなら、と私の中で誰かが言う。

　牡蠣奢らせてしまえばいいじゃん。話しぶりからすると結構高そうなお店っぽいし、牡蠣、美味しいし。

　利用されようとしてるんだから、利用し返せば？

　私は顔を上げ、小さく頷いた。

　黒崎さんが裏なんかないような、そんな顔で破顔した。胸がぎゅうっと痛くなる。






　着陸しても、亜里沙さんはまだ半分眠っていた。

「んんんむにゃむにゃ」

「起きてください亜里沙さん、ほら起きないとマジで鬼さんに電話しますよ」

　私はアイマスクをそっと彼女から外す。

　亜里沙さんが目を開く。透明感のある、吸い込まれそうな大きな瞳。長い上向きのまつ毛が何度か瞬く。

「……千早ちゃん、あたし三十二なんだけど」

　寝起きだと言うのに、完璧すぎる綺麗な声で亜里沙さんは口を開く。

「おはよ」

　磁器のような美しい肌に、微笑みが浮かぶ。

（私の女優）

　私は胸が張り裂けそうになる。彼女が存在する奇跡に、神様にありったけの感謝を捧げたくなる。

　私の――福間亜里沙。

　この人が輝いていることが、私の生きがい。

　スクリーンで、テレビで、舞台で、あるいはスマホの小さな画面ですら誰よりも美しく魅力的に衆人しゅうじんを惹きつける彼女が、私の全て。

　ならば、私自身の幸せは諦めるしかない。

　私が比較されるのは、人間とは思えないくらい美しいこの人なのだから――






　デートなんかじゃない。浮かれてない。

　惹かれてなんか、断じてない。

　そう思っているのに、月曜日、私は新しく買ったはいいものの、なかなか着る機会のなかったワンピースに袖を通した。コートも一番高い、滅多に着ないお気に入りのもの。

（ち、違うんだから）

　私は私に言い聞かせる。

　そう、単純に私、舐められたくないだけなんだ。

　待ち合わせしていた駅の改札に、黒崎さんはもう来ていた。チャコールグレーのコートも巻いているマフラーも、一目でブランド物だとわかる上質なものだけれど全然嫌味な感じじゃない。自然に着こなしていて――胸が妙にざわつく。彼の姿を見ただけで？　私はぐっと唇を噛み締めた。小森（クソ野郎）の時の二の舞だけはごめんなのに！

　黒崎さんが私に気がつく。

　整った眉目を緩め、嬉しそうに手をあげてくれて――私はどんな顔をしているんだろう？

「良かった、来てくれて」

　私の横を歩きながら、心底ほっとしたように黒崎さんは言う。

「……黒崎さんに誘われてついてこない女性なんていないでしょう？　慣れてらっしゃるのでは」

　私はついそんなことを口にして後悔する――なんだそれ。けれど黒崎さんは思いっきり焦った顔と声で「そんなことない」と私をまっすぐに見つめる。

「きみだから誘ったんだ。その、……俺は回りくどいことは苦手なんだ」

「……？」

「会うのが二回目でこんなことを言うのも変なのは分かってる。けれど、君が好きだ」

　私は思わず立ち止まる。

　一月のビル風がびゅうっと吹いて、街路樹を揺らす――黒崎さんは「あ」という顔をして、風上に立ってまた私を見下ろした。少しだけ暖かくなった、ような……冬の匂いの代わりに、黒崎さんの整髪料か香水か、ほのかに上品なウッディ系の香りがする。

「あのフライトでたくさん話して、きみに惹かれた。話していても楽しくて、黙っていても居心地が良くて」

　私ははっと小さく息を吐く――だって、それは私が黒崎さんに抱いたものと同じ感情だったから。あの機内で同じ感情を共有していたのかと思うと、心臓がほんの少し――ほんの少しだけ、だ――ぎゅっとした。

「すぐに返事をしてくれとは言わない。けれど俺は真剣に君を落としたくて食事に誘ったんだ。誰彼構わず手を出すような、そんな男じゃないことだけは分かっていてくれ」

　それからわずかに、眉を下げて。

「……触っても？」

「え？」

　返事を待たずに、彼はスルリと手袋を外して私の頬に触れる。温かい。

「悲しい顔をさせてしまった」

「……あ」

　悲しい顔。

　それはそうだろう、……こういう告白をされるのは初めてじゃない。亜里沙さん目当ての男性に、何度も言い寄られてきたのだから。なんなら初対面から「付き合おうよ」と迫られたことだってある。

　結局、私は、黒崎さんがそういう人だって思いたくなかったのだ。平気で他人を、その恋心を利用するような卑怯な人間だなんて思いたくなかった。

　だから、悲しい。

「悲しくなんかないですよ。そう言っていただけるのは光栄ですが、今は仕事でいっぱいいっぱいで」

　黒崎さんを見上げてそう告げる。浮かべるのはもちろん、慣れきったビジネススマイル。

　大抵の人は諦め悪く、説得にかかろうとするのだけれど。

　黒崎さんは「そうか」と言った後、私の髪を惜しむように触って――指を離す。さらりと髪が冬風に揺れる。彼は、とても苦しそうに笑った。胸がずきんと痛む。……普段はそんなことないのに。

「それでも、きみを好きでいることだけは許してくれないか」

「……」

　私は唇がほんの少し震えるのを知覚した。

　え、どうしよう。こんなパターンは初めてですよ……!?

　答えに窮きゅうしている私の手を、黒崎さんがそっと握る。おそるおそる、といった様子で私を見て、それからホッとしたように頬を緩める。

「嫌じゃない、と受け取っていいか？」

「あ」

　私は、私は……本当になんでだろう、彼の手を握り返していた。黒崎さんは歌い出しそうな様子で手を繋ぎ直す――指と指を絡める、恋人繋ぎに。思わずびくっとした私に、黒崎さんは「まだ早かった」と残念そうに苦笑して、また元の繋ぎ方に戻した。私の手をすっぽり握ることができる、彼の大きな手は――わずかにしっとりしていて、まるで緊張しているみたいだなと私は思う。






　黒崎さんが連れてきてくれたオイスターバーは、壁が水槽になっていてまるで水族館のような内装だった。青い水の中に、白いクラゲがゆらゆらと揺蕩う。

　案内されたのは、落ち着いた個室だった。明るすぎず、暗すぎもしない照明。黒い革張りのソファに、大きなガラステーブル。壁には丸い水槽が埋め込まれている。こちらにいるのは、丸くてぽよぽよしたクラゲ。

（……可愛い）

　じっと見つめて顔を上げると、黒崎さんと思い切り目があった。

「水族館も好きだって言っていたよな？」

「……はい」

「このお店のことを思い出して良かった。古賀さんが気に入ってくれるといいんだけれど」

　私は曖昧に返事をしてから、クラゲに集中するふりをする。頬が熱くなるのを、必死で気がつかないふりをした。

　前菜に出されたのは、牡蠣のコンフィ。口にしてあまりの美味しさに無言になる私の頬を、白ワインを飲む黒崎さんがつんつん突く。

「な、なんですか」

「美味しそうに食べるから」

　本当に嬉しそうな顔をしている黒崎さんから、慌てて顔を逸らす。頬が熱い。とくに触られたところ。

　嫌だって言わなきゃいけないのに。

　心臓を蕩かすような笑顔で私を見つめる黒崎さんに、私はどうしてもそう言えなくて――ただもぐもぐと牡蠣を食み、その食感と味に集中する。うん、美味しい美味しい美味しい、……っ、だからニコニコ私を見ないで黒崎さん……！　私が本気でどんな顔をすればよいのか分からず、おそらくは思い切り変な表情を浮かべた瞬間、半透明のガラスでできたドアがコンコンとノックされた。

「は、はい！」

　ぴくりとしながら反射的に返事をする。入ってきたのは、三十代半ばくらいのスーツの男性だった。ツーブロックの髪と彫りの深い顔立ちに無精髭。いかにも飲食店経営してます有能です、って感じの雰囲気で、かなりモテそうだなー、なんて思ってしまった。

「よう、黒崎」

「先輩、お邪魔しています」

　黒崎さんが「ここのオーナーで」と彼を紹介してくれた。なんでも大学の先輩なのだそうだ。

　オーナーさんはにっこりと笑う。

「お味はどうですか？」

「あ、すっっごい美味しいです！」

　牡蠣まみれで脳汁がヤバかった私は、オーナーさんにここの牡蠣の美味しさを熱弁する。

「噛んだ瞬間に幸福が舌の上に」

「あっはっは、ありがとう！　お酒はどう？　オープンしたばかりだから色々意見がほしくて。日本酒も合うんだよ」

　お酒が入っていたこともあり、私はしばらくオーナーさんと牡蠣談義で盛り上がってしまった。それを黒崎さんがニコニコと見つめる。

　オーナーさんが「また来てな！」と爽やかに去っていった後、黒崎さんは「古賀さんは」とやや低い声で口にする。

「はい？」

「参考までに聞きたいのだけれど。……好きな男のタイプとかは」

「？」

　私は生牡蠣（産地十種の食べ比べのうち、赤穂）を口に運ぶ途中で首を傾げた。好きな男……好きな男性のタイプ。

「特に。恋愛する気がないので」

「そうか」

　赤穂の牡蠣をちゅるんと食べる。潮の旨味を閉じ込めたような濃厚な味……うん、美味しい。黒崎さんは無言でお酒を何口か飲んだ後、思い切ったように私を見て言う。

「嫉妬してる」

「……!?」

　何を急に!?　嫉妬するところなんてあった？

「きみと先輩。ものすごく話が弾んでいたから……ってああもう」

　何を言っているんだろう俺、と黒崎さんはきゅっと私の手を握る。

「そんな資格ないのに。こんなに人を好きになったのが初めてで、自分でも戸惑ってる」

　黒崎さんから目が離せない。彼の目はとても熱くて、――まるで本当に恋、されているみたいで。

「自分でも暴走気味なのは分かってる。迷惑だったら教えて欲しい」

　私は「迷惑です」と答えなければいけなかった。――分かっていたのに。

　ほんの少し震える唇から飛び出た言葉は、「迷惑ではないんですけど」という、なんとも中途半端な答えだった。

















幕間












　ふ、と空を見上げると月が出ていた。天中に浮かぶ金色の月。

　俺は手にしていたスマートフォンの時計を確認する。二十時を少しすぎたところ――早く行かないと、と苦笑する。おそらく亜里沙はご立腹だろう。待たされるのが大嫌いな女だから。

　俺は走ってきたタクシーを止めて乗り込みつつ、亜里沙の待つホテルの名前を告げた。






　流れる夜景をタクシーの車窓から眺めつつ、彼女を利用していることについて少し考える。

　まあ、俺が彼女に提供している食事代なんかも加味すると、そう怒られることもないのではないかとも思う。

　彼女だって、どうせ分かっているだろう。

















第二章












　黒崎さんの目的が分からない。

　私は彼の運転する車――国産高級ＳＵＶ車――の助手席で、スムーズな運転を続ける彼の横顔を盗み見る。

　窓の外、冬の海は、春になりかけの陽射しできらきらと眩しい。

（なんでこんなことになったんだっけ……）

　私はカバンの中にあるチョコレートに半分意識を持っていかれながら考える。

　今日はバレンタインデー……ではないんだけれど。数日前のバレンタイン、私はさんざん悩みに悩んだ挙句、デパートの戦場（チョコレート特設コーナー）に飛び込んだ。

　別に黒崎さんにチョコレートを渡したいわけじゃない、単に、そう、牡蠣を奢ってもらったお礼をしたかった。

（お出かけにも誘われていたしね……）

　黒崎さんはものすごくマメな人らしかった。

　毎日スマホに届くメッセージ、時折混じる「また会って欲しい」というストレートな言葉。今日は行きたかった水族館に誘われてしまって――それもキャンセル待ちのペンギンバックヤードツアー付き！　――仕方なく、そう、本当に仕方なく彼の誘いに乗ったのだった。

（……でも、ペンギンの話なんかしたかなあ？）

　私は小首をかしげる。あのフライト、色んな話をしたから、もしかしたら「あのバックヤードツアー、予約も取れないんですよ！」くらいは話してしまっていたかもしれない。水族館の話のついでに……でも、大好きなペンギンのことは話しそびれてしまっていたはずなのに。

（でも、そこまで私の機嫌を取らなくても……）

　とても不思議に思う。

　私に言い寄ってきた、亜里沙さん目当ての男性たちはそれなりの労力を私にかけたけれど（ゲーム感覚なところもあったのかも、とも思うけれど……）脈がなさそうだと見るや別の方法――別のスタッフ、例えば専属のメイクさんに言い寄るとか――に切り替えていたのに。

「古賀さん」

　ふ、と運転を続ける黒崎さんが頬を緩める。

「はい？」

「そんなに見つめられると照れる」

「はい!?」

　私ははっと肩を揺らした。気がついたら、彼を凝視してしまっていたらしい――ばっと視線を外す。

「す、すみません。他意はないんです」

「……俺としてはあってほしいけれど？」

　赤信号で停止したタイミングで、彼は私を見る。そうしてちょっと恐る恐る、って感じで私の髪に触れて――私が何も言わずにいると、嬉しそうに頭を撫でた。

「頬、赤い理由――聞いても良いか？」

「赤くないので」

　そうか、と黒崎さんが目を細めた。本気で嬉しそうで、私は悔しくなる。

　小森（のクソ野郎）の二の舞だけは、本当にご免なのに……！

　なのに、彼に優しく甘くされるたびに、勝手に心臓がときめく。ときめきたくなんかないのに、勝手にそうなるのだ。

　きっとこんなこと、黒崎さんにはお見通しで――だから諦めないんだろう、と私は海に目線を向けてから納得した。






　水族館のペンギンバックヤードツアーは、本当に、本気で、めちゃくちゃに楽しかった。憧れの餌やりまでできたのだ。赤ちゃんペンギンも間近で見ることができて、私はかなり高揚してしまっていた。

「あの、野生のペンギンって南半球にしかいないんです。北半球で一番ペンギンがいるのは日本なんです」

「へえ」

「世界で飼育されているフンボルトペンギンのうち四割が日本にいるんですが、私としてはもっと増やしてフンボルトペンギン大国にするべきだと思うんです」

「なぜ？」

「可愛いからです」

　バックヤードツアーが終わり、大水槽が眺められるカフェでペンギンパンケーキを食べながらペンギン愛を力説する私を、黒崎さんはニコニコしながら見つめている――そこで私は気がついた。

　あれ、どうしよう。

　なんか気がついたら普通にリラックスして会話してた……っていうか、リラックスしすぎた！

「っ、あ、あの、すみません。力説しすぎました……」

　私はパンケーキの最後のひとかけをぱくっと口に放り込んで、もぐもぐ咀嚼しながら俯いた。絶対引かれた……あ、いや引かれていいんだ。別に黒崎さんは本気で私を好きなわけじゃないんだし……

「いや、聞きたい」

　けれど、黒崎さんから返ってきたのはそんな言葉だった。え、と顔を上げた私にばちりとぶつかる真っ直ぐな視線。

「聞きたいし、知りたい。古賀さんの好きなもの、好きなこと、全部」

「……あ」

　私はまた目線を落とす。

　そんな真剣に言われたら、戸惑ってしまう。ぐらついてしまう。本当に私のこと好きなのかなって――

　そこで、ハッと気がついた。

　というよりは、思い出した。

（そうだ、彼、以前俳優を……）

　結局、どのドラマに出ていたのか分からずじまいだったのだけれど（亜里沙さんは笑うばかりで教えてくれなかった）黒崎さんは役者をしていたのだ。これくらいの演技は朝飯前なのかもしれない。

（あ、危ない……！）

　私はすっと息を吐いて、ホットの紅茶を口に運んだ。落ち着こう、うん……

「く、黒崎さんは」

「ん？」

「黒崎さんは好きなものとかあるんですか？　興味あるものとか」

　私は平静を装いながら、ビジネススマイルでそう彼に問う。あのフライトではアウトドアが趣味でフットサルをたまにしてる、とは聞いていたけれど……そこはかとなくモテそうな趣味でなんかムカつく。

　黒崎さんは眉をちょっとだけ上げて、私から目線を逸らさずにはっきりと言った。

「今、夢中なのは古賀さんかな」

「……」

「古賀さんの好きなものに興味もある」

「そうですか」

　そんなことを言っても無駄ですよ顔を装いつつ、そう返す。

　演技だって分かっているのに、私の心臓が勝手に早鐘を打つ――ああもう、どうしちゃったの私の心臓。

　食べ終わって、ものすごく自然な動作で手を取られ、レストラン横の売店へ向かう。

「なにかお土産でもどうだろうか」

　心なしかウキウキとした顔で黒崎さんが言う。私はキョロキョロと水族館あるあるで埋め尽くされた店内を見回した。

「あ。あれなんかどうだろうか」

　黒崎さんが指差したのは、レジ横の鍵がかかったガラスケースに入ったネックレスだった。色々な海洋生物のシルエットで作られた銀のもので、ペンギンもあった。デフォルメされたコロンとしたフォルムが、かえって子供らしくなくて普段使いできそうな雰囲気。

「可愛い……」

　思わず呟くけれど、値札を見て目を丸くした。なぜなら十万円近い値段がついていて……どうやら瞳が青いダイヤモンドになっているらしい。水族館のお土産の値段じゃない。

「絶対似合う」

「あの、でも」

　どうやらプレゼントしてくれる気満々らしい黒崎さんの服の袖をくいくいと引く。黒崎さんがぱっと振り返って、それから、嬉しそうに笑った。

「どうした？」

「あ、あの、それより、こっちが欲しいです」

　私は棚にあったちょっと大きめのペンギンのぬいぐるみ――税込二九八〇円――を胸に抱いた。

「絶対こっちがいいです」

　どうせ奢られるなら、少しでもお安い方が負い目を感じずに済む。黒崎さんは少し目を瞬いたあと、ぬいぐるみふたつを抱き抱えてレジへ向かった。

「？　えっと、ひとつで……」

「一羽は俺の」

　そう答える黒崎さんの広い背中をぼけっと見つめる。彼の耳殻が赤い――役者辞めたの、めちゃくちゃもったいなくない？






　クラゲの水槽が眺められる薄暗いベンチに座って私はひとり、ペンギンのぬいぐるみをふたつ抱えて揺蕩うクラゲを眺めていた。黒崎さんは「ちょっと待っていてくれ」と言い残してどこかに消えて。

（あ、この間のクラゲだ……）

　青い照明に幻想的に浮かぶ、ぷわぷわのクラゲ。水流にゆらゆら揺れて、自分で発光しているかのように明かりにぼんやり浮かび上がる。

　と、その時背後から女の人ふたり組の会話が聞こえてきた――

「さっきの人、超羨ましい」

「さっきの人？」

「ほら売店でペンギンのぬいぐるみ買ってもらってた人～。彼氏がさあ、身長高くてイケメンの～」

「ああ」

「本人はモブって感じなのに」

「わかる～。どうやってあんなイケメンと付き合ったんだろ」

　私はふたりの会話から逃げるみたいにぬいぐるみに顔を埋めた。化粧がついちゃうとか、なんかどうでも良かった。胸が苦しくて痛い。なにこれ。女の人たちは、私の背後を水槽に気を取られつつ過ぎ去って行く。

「古賀さん」

　頭の上から、心配げな声が降ってきた。

「どうした？　体調でも」

「あ、いえいえ大丈夫です元気です」

　私はペンギンのぬいぐるみの頭にファンデとかリップがついてないか確認しつつ、黒崎さんに一羽返す。

　水槽の透明な青い照明のなか、黒崎さんのまっすぐな目に射抜かれそう。彼の端正な眉目はひたすらに私を心配しているようだった。

　水族館の駐車場で、黒崎さんは私に小さな白い箱を渡してくる。

「……？」

「その、押し付けがましかったら申し訳ない。ただ、とても似合う気がして」

　訝しみつつ開けると、さっき見たペンギンのネックレスだった。

「え！　あの……」

「本当に、ただ似合うと思ったんだ」

　黒崎さんは言い訳がましく言う。

「受け取ってくれると嬉しい」

　そう言う彼の耳はやっぱり赤い。承諾とも戸惑いとも言えない曖昧な返事を返した私に向かって、彼は手を伸ばす。

「着けても？」

「え？」

　ぽかんと返した私から、黒崎さんはネックレスをやけに恭しく受け取って「後ろを向いて」と甘い声で言う。私はなんだか逆らえなくて、言う通りに反対を向いた。

　うなじに触れる彼の指先。

　ふ、と後頭部に何か触れた。

「できた」

　彼の声に振り向くと、満足そうな黒崎さんと目が合って――私は妙な気分になる。彼が私のことを好きになるなんて有り得ないのに、少しずつ、少しずつ、信じ始めている自分がいて……






　結局、チョコレートは渡せなかった。






　三月に入ってすぐのことだった。

　彼の会社の近くの公園で、午後からドラマの撮影が入って、黒崎さんにランチに誘ってもらって――現場まで送ってもらった。明るいミモザの花が黄色く揺れる。

「亜里沙さんメイクに入ってるんですけど、会って行かれますか？」

「いやいい」

　やけにキッパリと黒崎さんが言う。私は軽く首を傾げた――色んな考えがぽこぽこ泡みたいに浮かんで消える。亜里沙さん目当てのはずなのに、とか、本当に私のことが好きなのかな、とか……

　黒崎さんが帰ってから、スタッフさんと日程の調整について話し合っているとき、「古賀さん」と名前を呼ばれて振り向く。

「小倉おぐら監督。どうされましたか？」

「いや、さっききみが男性といるのを見かけて――あれ、もしかして黒崎旭くん？」

　私は目を瞬いた。

「監督、黒崎さんご存知なんですか？」

「ご存知なんてもんじゃないよ。もう十五年前だったかな、彼、ドラマに出演してただろ」

　思わず息を呑む。

「あれさ、当時、僕助監督で参加していて――いやあ、彼の演技、めちゃくちゃ強烈だよね。未だに忘れられないなあ……あのルックスでね。いやほんと、凄いから彼。ちょっと見たことないレベル」

「あの、それって……」

「亜里沙さんの元カレなんだっけ？　現場に来てたってことは、今も付き合ってるの？　長いよね。道理でスキャンダル出ないはずだ」

「……え」

　思わず固まった私の背後から、ものすごーく不機嫌そうな声がした。

「あたしが誰と付き合ってるって言いました小倉さーん？」

「亜里沙さん」

　振り向いて彼女を見上げる。

　春の風がつやつやの亜里沙さんの髪を揺らした。背後でミモザが春陽に明るく光る。

「付き合ってないわよ」

　私をじっと見て、亜里沙さんはそれだけ言い放つと、カツカツとヒールを鳴らして歩いて行った。春の日差しはスポットライト――「福間亜里沙さん入りまーす！」というスタッフの声に、一瞬で彼女に視線が集まる。世界の中心が彼女になる。亜里沙さんがカメラに向かって美しく微笑んだ。私はただそれを見つめる。憧憬と嫉妬と彼女へのバカでかい愛情がめちゃくちゃになって、私は目線を逸らして、ペンギンのネックレスに指先で触れた。視線の先で、ミモザが風に揺れていた。






　強烈な演技――十五年経っても忘れられないほどの演技。そんなものを見せておきながら役者を辞めた黒崎さん。

　ごちゃごちゃした頭を抱え、ほとんど真夜中と言っていい時間帯に、私はテレビ局の廊下をとぼとぼ歩いていた。亜里沙さんはもう帰宅していて、私は会議が長引いて――と、誰かにぶつかりそうになって「すみません！」と顔を上げる。

「あれ、千早ちゃんじゃん」

「……あ、ご無沙汰しております」

　私はそのミュージシャンでもあり俳優の彼に頭を下げた。半年くらい前に、亜里沙さん目当てで私に言い寄ってきた人だった。世間では「イケオジ」扱いされていて――ほんの少し、お酒の匂いがする。

「亜里沙さん忙しいみたいだね～」

「お陰様です」

「今度ふたりで食事でもどう？」

「お気遣いありがとうございます」

「……相変わらず面白くないなあ、君」

　彼が眉を顰めた。

「なあ、分かってるとは思うんだけどさ、君が色んな人に話しかけてもらったり誘ってもらったり親切にしてもらえるのはさあ、福間亜里沙ありきなんだよ」

「……存じております」

「ならもう少し愛想良くしなよ。女は愛嬌って言うじゃん」

「申し訳ありません」

「もう少し申し訳なさそうな顔したらいいのに。ほんっとさあ、勘違いするなよ。お前の存在、ものすごくちょうどいいんだよ」

　言っている意味が分かりかね、顔を上げた。その人はにやりと笑う。

「遊んでやってもいいくらいには、顔も身体も悪くない。ついでに福間亜里沙とのプライベートでのコネクションができるならなお言うことなし、みたいな存在」

「……は」

　思わず笑ってしまった私を睨みつけて、彼は歩き去っていく。下卑たお酒の匂いだけが残った。一流なんて言う割に安いお酒を飲んでいる。

（……分かってるよ）

　私は明るいテレビ局から外へ出て、暗い路上でぱちん、と頬を叩く。

「在庫にされなくてよかったじゃん！」

　自分に言い聞かせる。あのイケオジミュージシャン、自分の彼女達（……っていうのかな？）のことを「在庫」って呼んでるらしい。小森（クソ野郎）がいなかったらホイホイ引っかかっていたかもだし、うん、よかったよかった！　棚卸しとかされたくないもんね！

　タクシーで家に帰り着いて、落ち込んでなんかないはずなのに、ベッドの上にいたペンギンを掴む。壁に向かって投げようとして、すぐに力を抜いた。

「……お前は悪くないもんね」

　ぎゅう、と柔らかなそれを抱きしめる。

　例え最終的な黒崎さんの目的が、亜里沙さんとの復縁なのだとしても――

　もういっそ一度、彼を受け入れてしまった方がいいのかも。抱かれてしまったほうがいいのかもしれない。

　そうすればきっと、彼も本性を表す。

　優しい甘い声で、「今、亜里沙なにしてるかな？」「呼び出せそう？」なんて私に言う。

　その時を想像して、私はペンギンのぬいぐるみを抱きしめながらぐっと唇を噛み締めた。






「旅行に行かないか？」

　黒崎さんがそう私に聞いてきたのは、都内の桜が満開になった頃のことだった。黒崎さんに「夜桜を観に行こう」と誘われて、桜祭りをしている公園に向かったときのこと。紅白の垂れ幕、明るい電球の灯りに照らされた、まだ咲いたばかりの、ほの白い桜色のソメイヨシノ――夜店からはイカ焼きのソースの匂い。私は両手で甘酒のカップを持ちながら、彼のその提案を聞いていた。

「……っ、もちろん別部屋で」

　慌てたように彼は言う。

「旅行が好きだって言っていたから」

　言い訳のように言う彼を見上げながら、私は頷く。それからそっと「同じでいいです」と呟いた。

「……古賀さん？」

「同じ部屋でいいです」

　私は目線を甘酒に落とす。ライトが反射して、光の輪を作る。そこに桜が影を落とした。桜色の、甘い影。

　心臓がどきどきしている。

　甘く苦く痛む。絡まりすぎた感情は、もはや言葉にならない。

　黒崎さんがあまりにも無言なので、さすがに不安になって顔を上げた。

　視線の先で、黒崎さんはものすごく真剣な顔をしていた。彼の指先が、私の髪に触れる。思わずびくりとした肩を、彼がぐっと引き寄せた。硬い胸板に頬が当たる。スプリングコートとスーツとベストとネクタイの向こうから、どっどっどっどっ、て心音が聞こえる。早鐘を打つ、ってきっとこんな感じ――

　困惑して顔を上げようとした私の後頭部を、彼が大切そうに撫でる。それから私のこめかみにキスが落ちてきた。

「俺の早合点じゃないよな？」

「――はい」

「大切にする」

　ぐっ、と彼の腕に力が込められる。私はそっと目を閉じた。感情が溢れそうになっている。必死で私はそれを押し込める。

















幕間












　彼女の話を聞くのが、すごく楽しい。

　俺の目の前で、亜里沙がくすくすと笑う。

「ねえこんな話聞いて楽しいの？」

「楽しい。もっと話してくれ」

「ふうん」

　亜里沙が楽しげにワインを傾ける。






　彼女の話を、もっと聞いていたい。

　もっとそばにいたい。全然足りない。

「一緒に暮らしたいと思ってる」

　俺がそう言うと、亜里沙は目を丸くした。

















第三章












「ちょうど桜が満開らしいんだ」

　車を運転しながら黒崎さんがそう言った隣りん県けんの高級温泉旅館、その離れの部屋（貴賓室、だそうだ）で私は目を瞬いた。大きな磨き込まれた掃き出し窓の向こうにはウッドデッキ、その先には檜の露天風呂と満開の桜――ソメイヨシノ。ちら、ちら、と花びらが舞っている。白く濁った温泉の上に舞い散る桜。東京より一週間ほど満開の時期がずれているらしい。気温もこころなしか、少し低い気がする。

　私はちょっと戸惑いながら中居さんから荷物を受け取る黒崎さんを見上げた。本間の他に寝室と奥の間、寝室には大きな――おそらくはキングサイズの――ベッドがひとつ。露天風呂の他に内風呂とスチームサウナまで……

　亜里沙さんに付き添って高級ホテルには何度も宿泊したことがあるけれど……旅館は初めてだ。

　私にこんなに労力かけていいの？

　そんな気持ちで彼を見つめていると、黒崎さんは私を見てふっと笑った。

「少し散歩でもしようか」

「……あ、はい」

　黒崎さんは私の手を握る。離れから直接、旅館の庭園に出た。桜の他に梅や桃に杏子、雪ゆき柳やなぎも植えてある。梅はもう緑になっていたけれど、白とピンクの桃源郷のような光景……春の滲むような水色の空からは、心地よい午後の日差しが降り注いでいた。

「付けてくれてる」

　黒崎さんが嬉しそうに、私の胸元に目線をやる。そこには黒崎さんがくれたペンギンモチーフのネックレスが揺れているはずだ。私は気恥ずかしくなって、空に向かって顔を上げた。濃いピンクの桃の花が、太陽を透かす。それから視線を戻して口を開いた。

「ペンギンが可愛いからです」

　黒崎さんがふっと笑う。

「本当に好きなんだな」

「はい。あと可愛いだけじゃなくて、なんか自分に」

　言いかけてはっと口を噤つぐむ。

　黒崎さんは黙って続きを待っている。私はふう、と息を吐いた。なんだか黒崎さんには、ぺらぺらと色んなことをしゃべってしまうなあ……

「自分に似ているなあって」

「ペンギンがか？」

「はい。飛べないところ」

　私も飛べなかった。きらきらした世界に足を踏み入れることすら叶わなかった。

「でもね、ペンギンは私と違ってめちゃくちゃ速く泳げるんです。かっこいいし尊敬します」

「古賀さんも凄いぞ？」

　黒崎さんはまっすぐに言う。

「あの福間亜里沙のマネージャーだ。誰かを支え輝かせることができるのは、輝いている本人よりも凄いことだと俺は思う」

「そんな」

「本気で言ってる」

　黒崎さんが少し迷ったような手の動きをしてから、手の握り方を変える。指と指を絡めて、立ち止まった。私はどっと全身から汗が吹き出そうで焦る。だって、だって、……ああ、ここには彼への気持ちを断ち切るつもりでやってきたのに。

（……断ち切る？）

　私は彼を見上げた。なんだか泣きそうになる。私、とっくに彼のことが好きになっていたんだ。

　飛行機の時点で、すごく楽しかったし好感があったのだ。それでこんなに優しくされて、好きって言われて、大切にされて……

　好きにならないわけがない。

　演技だとわかっていても、亜里沙さんの元カレと知っていても。

　理性はずっと警鐘を鳴らしているというのに！

（どうしよう）

　思考がぐるぐる回るけれど――でも、亜里沙さんを巻き込んじゃいけないことだけは解ってる。その一線だけは越えさせない。

「古賀さん、……嫌なら」

「嫌じゃないです」

　私は彼の手をぎゅうっと握り返す。大きな手のひら――黒崎さんは少し驚いた顔をした後、破顔して私の手を強く握った。






　内風呂でお風呂に入った後、私は何を着ていいか迷う。また服……は変かな。浴衣、……下に何を着たら？

　さんざん迷った後、下着の上に浴衣を着て、置いてあった羽織を羽織った。

　本当は、露天風呂も入ってみたいけれど……窓から丸見えなんだもの。黒崎さん寝たらこっそり入ろうかなあ。

「あの……」

　なぜか真剣な面持ちで大きな座卓で日本茶を見つめている黒崎さんに声をかけると、ハッと彼は顔を上げて――それからパッと逸らして「あったまったか？」と聞いてきた。

「はい。気持ちよかったです」

　すっぴんなのを気恥ずかしく思いつつ、答えた。

　いいお湯だった。温泉久しぶりすぎて、ついリラックスしてしまってた……

「あの。黒崎さん、今更ですけど……連れてきてくれて、ありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げると、黒崎さんは嬉しそうに私を見て笑った。

「いや、……半分無理矢理連れてきたようなものだから。楽しんでくれているなら良かった」

　そう言って自分も内風呂に向かう黒崎さんの背中を見送って、私も座卓に座った。

　黒崎さんの日本茶は、もうすっかり冷めていた。

（お風呂上がりに飲みたくて冷ましたのかな？）

　そう思いつつ、別の湯呑みに一応淹れなおして横に置く。

　びっくりするほどすぐに黒崎さんは上がってきて、私は目を瞬いた。

「烏の行水ですね」

　せっかくの温泉なのに、と目を丸くした。

「ああ、うん」

　浴衣姿の黒崎さんは曖昧に笑うと、私の向かいに座った。私はちょっと悲鳴をあげそうになる。目のやり場がない――まだ少し湿っている髪の毛、男性らしい首筋が血行よくほんのり赤い。くっきり出た喉仏に、鎖骨。心臓がきゅうん、とした。

　顔を伏せた私に、黒崎さんは「湯あたりか？」と心配してくれるけれど、そうじゃない――ああ私、変態かもしれない……こんなに人の身体をじろじろ観察するなんて！

　ほどなくして夕食が運ばれてきた。

　信じられないくらいの量に、もう動けないほどお腹いっぱいになる。旅館の食事って、どうしてこんなに量があるんだろう。

　食後、黒崎さんは地酒を数種類、部屋に頼んだ。私も付き合うことにして、奥の間にある、窓に向かったソファに並んで座った。

　大きな窓からは坪庭が見える。

　鹿しし威おどしと、いろはもみじと、雪柳。

　目の前のガラステーブルには、日本酒の瓶とビードロのお猪口ちょこ。黒崎さんはぐいぐい呑んでいたけれど、顔色ひとつ変えていなかった。話しているとどんどんリラックスして、いろんな話が弾んでしまう。

「行きたいところないか？」

「あ、池袋のとこ」

「近場だな」

「あそこ凄いんですよ、ペンギン力入れてて」

「そうなのか？」

「飛ぶみたいに泳ぐんですから」

　結局、気がついたら楽しく喋ってる。

　私はちょっと自分に呆れつつ、黒崎さんに聞いた。

「黒崎さんは好きなもの、ないんですか」

　前も言ったなあ、って質問を繰り返す。黒崎さんは「古賀さん」と答えて笑った。

「あの、……私以外で？」

　知らず頬が熱くなる。ああもう、黒崎さん演技力凄すぎる……ホストとかでも稼げるんじゃないかな。

「そうだな。割と酒は飲むかな」

　並んだ日本酒の一合瓶をひとつ、黒崎さんは手に取る。

「これなんか旨かった」

　そうして、目で「どうだ？」と尋ねてくれた。私は軽く首を振る。

「あ、……でももう、酔ってきちゃったので」

「そうか」

　そう言って私を見る黒崎さんと、視線が絡んだ――彼の整った眉目が近づいてくる。

　唇に、そっと彼のものが触れた。

　ファーストキス、だった。

　弄ばれたあのとき、あの人はキスすらくれなかったのだから――ただ身体を拓ひらかされただけ。暗い記憶に、思わず身体が強張る。

「っ、悪い」

　ぱっと離れた黒崎さんを追いかけるように、私は彼の唇にキスを返した。身体が、勝手に動いた。あったかくて、やわらかな唇。

　すぐに離れた私と、黒崎さんの視線が絡む。黒崎さんは私の頬に手を当てた。親指が頬を撫でる。

「千早」

　そうして、私の名前を呼ぶ。

　幸せそうに。世界中の砂糖を煮詰めたような、そんな声色で。

「旭、さん」

　私は彼の名前を呼び返す。旭さんは感極まったように目を瞬いて、さっきまでの優しいキスとは全然違う、貪るようなキスを唇に与える。

「……っ、く、はぁっ」

　口内が蹂躙されていく。

　頬の内側を舐め、歯列を、上顎を舐め。

　息の仕方も分からないまま、ただ荒く呼吸をし、どちらのものともつかない唾液を飲み込む。舌が絡まる。彼の舌はわずかに日本酒の味――ほんの少し、辛口の――。どうすればいいのか分からない。ただ拙い動きで、彼を迎える。

　後頭部を彼の大きな手が支える。もうひとつの手が、私の腰を支えて彼に引き寄せる。身体と身体が密着して、薄い浴衣越しに彼の筋肉質な身体に触れる。

「ん、ふぁ、っ」

　キスの合間、思ってもみない、自分から上がったことのない、甘い上擦った声に戸惑う。

　旭さんが唇を離す。銀の糸がつうと繋がって、恥ずかしくて目線を逸らした。その目元に、ちゅ、と優しくキスが落ちてくる。

「もう我慢しなくていいんだよな？」

　いつもより低い旭さんの声が、耳元で囁かれる。ゾクゾクと背中に何かが走る。俯いたまま、こくりと頷く。

　旭さんが私の首筋をちろりと舐めた。んっ、と鼻にかかった声が勝手に漏れる。恥ずかしくて唇を噛み、彼の浴衣を握る。

「我慢しないでくれないか？　聞かせて欲しい」

「は、ずかし……っ」

　戸惑う私の鎖骨を、旭さんの舌が舐めていく。私は淫らに息を上げながら「旭さんっ」と彼を呼んだ。

「やめ、そんな、いや」

「気持ち悪い？」

「ちが、きもちぃ……」

　骨なのに。全然えっちなとこじゃないのに。自分で自分が分からない。

　処女じゃないのに。

　私が知ってるセックスと、旭さんが今やろうとしていることは、同じものなの……？

　旭さんは「ぐ」と息を呑んで、顔を上げた。頬に、こめかみに、鼻の頭に、おでこに、とにかく顔の色んなところにキスを落としつつ、小さく口を開いた。

「……千早、もしかして初めて？」

　なんだか祈るような声だった。

　私がゆるゆると首を振ると、なぜか彼の腕の力が強くなる。

「そうか」

　声が強張った気がした。

　ぱっと顔を上げると、唇にむしゃぶりつくようなキスが落ちてきた。

「ん、ん……っ！」

　さっきより、ずっと深い。

　さっきのキスだって、もうどうしたらいいか分からなかったのに……

　ようやく唇が離れ、くてんと力を抜いた私を、旭さんは軽々と抱き上げた。

（お姫様抱っこ……）

　そんなことされたの初めてで、ただ子供みたいに宙で揺られる。

　ぽすん、とベッドに横たえられて、ふっと見上げると私を覗き込む旭さんの端正な眉目。その背後に、明るく照明が見えて……

「あ、の。電気……」

「電気が？」

　旭さんは私の首筋に顔を埋めて言った。吐息が首にかかってくすぐったい。身じろいだ私の乳房にそっと触れる。はぁっ、と息を吐き出した。

　旭さんは私の胸の形を確かめるかのように、外側だけをしばらく撫でた。それから包み込むようにして、やわやわと揉む。

「ん……」

「可愛い」

　旭さんはそう言って、浴衣の襟をばっと広げた。羽織ごと肩からずれる。そうして背中に手を差し入れ、ホックを外してぐいっと上にずらした。

「あ」

　頬に熱が集まる。旭さんはじっと私の乳房を見下ろして――そうして先端に、舌を伸ばす。

「あっ！」

　びりびりと電気のような快楽が先端に走る。旭さんは私の反応に気を良くしたのか、ちゅ、と吸ったり大きくべろりと舐めたり――同時に反対の乳房を最初はゆっくりと、やがて手荒と言ってもいいくらいに強くゆすって――それがひどく、気持ちよくて。私は半泣きになりながら喘ぐ。なにこれ、なにこれ、こんなの知らない！

「感じやすいんだな。可愛い……」

「ぁ、っ、旭さ、口に入れたまま喋らない、でっ」

　飴玉でも転がすように、執拗に彼は乳房の先端を舐ねぶる。知らず腰が動いて、私は目を見開いた。擦れたショーツが、信じられないほど、濡れていたから……

　旭さんが身体を起こして、私の膝裏に手を入れた。太ももを大きな手で掴まれ、どうしようもないままに開かれる。

「や、だっ」

「濡れてくれてる」

　嬉しい、と彼が私の太ももにキスをする。そうしてべろりと舐めたかと思うと、つつつ、と下に下がっていって――舐められた部分が、空気に触れて少しひんやりして、でも舌はとても熱くて――足の付け根にたどり着いた。

　目を白黒させている私の、もう蕩け落ちんばかりに濡れているそこに、ショーツ越しに彼がキスを落とす。

「え、ゃ、だめ、ですっ」

　思わずバタつかせた足首を、彼が掴む。動けないままに、旭さんがショーツ越しに何かを、……甘く、噛んだ。

「ゃああっ！」

　勝手に声が上がる。あまりに強いその感覚は、果たして「快楽」と言えるのだろうか……

　旭さんがまたそれを食はむ。あまりに強い感覚に、それが肉芽だと気がつくのに時間がかかった。快楽を得るためだけについている器官――こんなふうになるなんて。

　くいっ、と旭さんの唾液と私の温い体液でべしょべしょになったショーツのクロッチがずらされる。あられもないところが丸見えになっている羞恥に身体をくねらせるけれど、旭さんは止める間も無く再び肉芽に口を寄せた。今度はそこを、強く吸って――

「ぁ、ああ……っ」

　ばたつかせたい足をしっかりと固定されて、私は強烈すぎる快楽を逃そうとシーツを握りしめる。けれど強弱をつけて吸われ、甘く噛まれ、舌先で突かれて――私はもうどうしようもなく、自分から零れているとは思えない、淫らすぎる嬌声を上げて、腰から背骨を伝う、弾ける感覚に身体を跳ねさせた。

　がくりと力が抜ける。どろりと身体の奥から何かが零れていく――

「可愛い」

　半分飛びそうな意識の中、旭さんの耐えるような声が耳元でする――と、片手で抱きしめられているのだとわかった。

　お腹に、硬いものが当たっている。

　硬くて、大きくて……それが旭さんのものだって気がついた瞬間、私は心臓がドキドキと高鳴るのを覚えた。

　私で、興奮してくれている。

　それがとっても嬉しくて、同時に……不安にもなった。あれ、男の人のって、こんなに大きかったっけ……？

　ひとり不安になっている私の耳を、旭さんの分厚い舌が舐めていく。耳殻の溝を丁寧になぞり、耳の穴にそれをねじ込まれ……くちゅ、ちゅうっ、とまるで鼓膜を直接舐められているような感覚に、下腹部がぎゅうっと切なく疼く。

「あの。耳、汚い……」

「汚いわけがあるか」

　綺麗だ、本当に――どこかうっとりとした口調で、彼は言う。私は彼の言葉なんか信じないぞと思いながら、でもその言葉が嬉しくてきゅっと彼にしがみつく。旭さんが喉元で笑って「千早」と私の名前を優しく呼んだ。

　私を抱きしめているのと反対の手が、太ももをやわやわと撫でる。それがゆっくりと上がっていき、やがてすっかり濡れそぼっている私の足の付け根に触れた。

「んっ……」

「指、挿れるな」

　確認するように言う彼に、こくりと頷いてみせる。旭さんは私の頬にキスをして、ぬかるみに指を埋めていく――

「ぁ、あ……っ」

「……狭」

　旭さんが思わず、といった口調で呟く。彼の太い指が私のナカをゆっくりと解すように動く。ちゅ、くちゅ、とそのたびに水音が鳴り、恥ずかしくて彼の肩口に顔を寄せた。

「千早」

　嬉しげに彼は言う。

「顔、見せてくれ。可愛いのに」

「可愛く、な……」

「可愛い」

　旭さんが断言して、くっ、と私のナカで指を曲げた。恥骨の裏あたり……私は呻きとも喘ぎともいえない声を上げてぎゅうぎゅう彼にしがみついた。そうしないと大声を上げてしまいそう……っ。

　はあはあと荒く呼吸を繰り返す。

　その間にも、彼の指はぐちゅぐちゅとナカを掻き回し始めていて――彼の指が増える。蕩けたナカがひどく熱い。

「あう、うっ、旭さんっ、んっ」

　甘えたいわけじゃないはずなのに、甘え切った声で彼を呼ぶ。旭さんが「ん？」と嬉しげに返事を寄越して、それから低くつぶやく。

「あー、イきそうになってびくびくしてるの、ほんと可愛い……」

　なにが、とは聞かなくても分かった。

　自分の肉襞が、きゅんきゅんうねって彼の指を締め付け、硬い指の形を感じる。あまりの快楽に、はじめてのことすぎて微かな恐怖すら覚える。彼の指がこちゅこちゅと水音を立てながら私のナカを蠢うごめく。

「ん、ぁっ、旭さんっ、待って、変、変なのっ」

「どうした？」

　声はすごく優しいのに、指は蠢き続けて止まってくれない……！

「これ、なぁに……」

　は、は、と息が浅く、速くなる。

　子宮がきゅうんと切なく疼く。ナカの粘膜がドロドロに蕩け落ちながらヒクヒク痙攣する。頭がごちゃごちゃして、もう何も考えられない――！

「どうした？」

「旭さ、んっ、何か来ちゃう、来ちゃう、のっ」

　さっきと似た、痺れてしまう、何か。

　でもそれよりもっと深い――すごく気持ちの良い、電気みたいな、何か。

　必死で説明する私に、旭さんは掠れた声で言う。

「イったこと、なかったのか？」

「あ、あんっ、なに、何の話っ、やだっ、来ちゃう、あんっ、ぁあっ、旭さんっ、旭さんっ」

　こちゅこちゅこちゅ、と私から零れる音がひどく淫らさを増していく。ぐぐっと最奥を指で突かれ、同時に肉芽をぐりっと押されて――

「ん、っ、ぁあ……っ」

　目の前がスパークしたと思った。真っ白になっていく思考、がくがくと震える肢体。ナカが強く痙攣している。

「あ、あ……」

　細い声が漏れた。

　もう何も、考えられない……

　嘘だ。

　セックスって、こんな、なの……？

　重力に従い、ベッドに沈み込む私の額に、キスがひとつ落ちてきた。心地よさに微睡む。

「まだ寝ないでくれ」

　懇願するような声に目を開くと、旭さんが目を細め、今度は唇にキスをよこす。

「あ……」

「挿れるぞ」

　確認するように言われ、私はこくりと頷いた。いつのまにか――多分私が微睡んでいる間――にコンドームをつけていた旭さんが、ぐっとその屹立を私の入り口にあてがう。

　自分のナカが、期待でヒクヒクと動いているのが分かった。恥ずかしくてそっと目を逸らすと、「千早」と叱るように名前を呼ばれた。

「俺を見て」

「……はい」

　一瞬だけ逡巡して、すぐに彼の目を見つめた。ばちりと視線が絡む。灼きついてしまいそうな視線……彼の目から視線が外せない。視線を絡み合わせたまま、彼の屹立がぐっ、と押し込まれる。肉ばった先端が、肉襞を押し広げていって――

「ん、ぁ、あっ」

　鼻にかかった、高い声が零れる。旭さんが低く息を吐いて、私の手を握った。指と指が絡む。お互い目を開いたまま、唇が重なる。視界がぐらぐらする。ぎゅっと骨太な彼の指が私の手を強く握る。彼の舌が、私のものと絡む。ぬるぬるで、あったかくて、でも少し硬くて――キスに意識を持っていかれた瞬間に、ぐっと彼が腰を進め、最奥までごりっと貫いた。

「ぁ、……っ！」

　彼の手を強く握る。爪を立ててしまうほどに――旭さんは気がついていないのか、気にもしていないのか、ゆっくりと抽送を始めた。それに合わせて、キスをしたままの唇から、勝手に声が漏れる。

「ん、んっ、んんっ、ふぁっ、んっ」

　ちゅうっと舌を吸われる。ごちゅっと奥を突かれる。

　……嘘だ。

　もう私は何度目になるかわからない言葉を繰り返す。

　嘘だ、こんなに、こんなに気持ちいいだなんて知らない……！

　ずりずりと肉襞を擦りながら彼の屹立が行き来する。その度に私の粘膜は蕩けて、温い水を撒き散らす。

　旭さんが唇を離す。

　ぎゅっと寄せた彼の眉が目に入る。

　ああ、彼も気持ちがいいんだ。

　信じられないほどの歓喜が胸を満たした。わななく最奥へ向かって、旭さんは抽送を止めない。

「は、ぁっ、あっ、旭さんっ」

「……どうした？」

　低く、掠れた声で旭さんが答える。私は喜びで思わず頬が緩む。

「ね、気持ちい、ですか……？　私で、気持ちよく、なってくれてますか……？」

「っ、煽るな」

　ごちゅん！　と強く奥を突かれる。私はくぐもった嬌声を、発情期の動物みたいに漏らして必死で口を開く。

「だっ、て、旭さんっ、気持ちくなって、欲し……っ」

「ばか。気持ちいいに決まってる――千早を抱けた事実だけでイきそうなのに」

　余裕のない声で彼は言う。

　私を抱けただけで？

　その意味は分からないけれど、私は思わず微笑んだ。

「旭さんっ、気持ちい、の、嬉し……」

「ばか、本当に、くそ、可愛すぎる……っ」

　ごちゅごちゅごちゅ、と彼の抽送が速くなる。私は彼の動きに声を漏らし、ナカが彼のものを切なく締め付けるのを覚えながら、わななくように子宮がきゅんきゅん震えるのを感じた。

「あ、もう、だめ、きちゃ、ぅ……」

「可愛い、千早、千早……っ」

　旭さんが、抜けるギリギリまで腰を引いたかと思うと、一気に最奥まで貫く。その激しい動きを何度も繰り返されて――腰と腰がぶつかる音と、ぐちょぐちょになった粘膜の音が同時に響く。肉襞が擦り上げられ、ナカはうねって蕩けて彼を締め付けて、私の口からは意味をなさない母音だけがこぼれ落ちた。

　頭がまた、真っ白になって――全身を貫く快楽に、身体はしびれて言うことを聞いてくれない。

「あ、ぅ、ぁんっ、あ……っ」

　ぽろりと涙まで零れた。

　お腹までヒクヒクと痙攣している。お臍の奥が、とにかく熱い。

　暴力的なまでに、理解させられた。これが「イく」ってことなんだ……

　自分のナカが、蕩け落ちそうになりながら未だにビクビクと収縮しているのがわかった。頭の芯まで痺れて、身体に力が入らない――

　くてん、と力を抜いた私の額に、旭さんがキスを落とす。それからぎゅっ、と抱きしめてきて……そのせいで私のナカに埋められた硬い屹立の角度が変わって、私は反射的に彼を抱き返すようにしがみつき、甘えるような声を上げた。

「可愛い、千早」

　彼はそう言ってまた抽送を始めようとする。ぐちゅ、と粘膜が淫らに擦れる音。私は「はぁっ」と大きく息を吐きながら首を振った。

「お願、っ、イっちゃったばっかり、でっ……少し休ませて……」

「……」

　旭さんが思案顔を浮かべて、ずるりと私のナカから出て行く。休ませてもらえるのか、とホッと力を抜いた私を、彼はくるりとうつ伏せにした。

「寝てていいから」

　背中にキスが落ちてきた。

　肩甲骨にも。そのキスはやがて肩甲骨を食んで。

「ぁうっ」

「はー……本気で可愛すぎる」

　ちゅ、とうなじにもキス。そうして足の付け根に肉ばった先端が触れたかと思うと、ぐぐっとナカに押し挿入ってきた。

「ん……っ！」

　ぴくりと背中を反らせ、枕を握りしめる。

　足を閉じているから、彼の形がはっきりと分かって……

「……っ、きつ」

　背中に苦しげな、そんな声が降ってくる。

「ぇ、あっ？　ごめんなさ……っ」

「違う、気持ちいいって意味だ」

　旭さんが私の背中を撫でた。そうしてぐちゅぐちゅと抽送を始める。

「あ、やだっ、何これっ、だめっ、だめ……！」

　奥をとんとんされるたびに、絶頂に近い感覚がお腹を覆う。子宮の入り口をごりごりされて……！　ナカがずっと痙攣しっぱなしで……！

　旭さんの荒い息が落ちてくる。

　ぐっと彼のものが、更に大きくなった。

「あっ!?　お、大きくしないで……っ」

「くそ、煽るよな本当」

　旭さんの腰の動きが激しくなる。ぐじゅぐじゅと肉襞の間を彼の屹立が擦って、突いて。そんな余裕のない動きは、私の快楽を余計に煽って止まなくて、私は枕に顔を埋め、ぐしゃぐしゃに泣き喚くように喘ぎ続けた。

「あー……っ、ぁ、ぅあっ、来ちゃう、……っ」

　俺も、と旭さんが掠れた声で言う。

　うつ伏せのまま、ぎゅうっと抱きしめられて、そのせいで彼のが奥の奥までぐうっと貫いて――全身を震わせ、甲高い声で私は叫ぶ。

　同時に、彼のものがどくんと拍動して。

　ナカで、薄い皮膜越しにたくさん出ているのが分かった。

「あ……」

　ぐっぐっと何度か腰を押し付けるような動きをしたあと、すぐに旭さんが私から出て行く。

　ぽやんとした頭のまま、横目で彼の動きを眺める。彼はコンドームをきちんと捨てて、すぐに私の横に戻ってきた。そうして頭を何度も撫でてくれる。労わるように――

「大丈夫か？」

「……は、い」

　とろん、と瞼が落ちて行く。

　なんだかとても幸せで、私は抗うことなく、その眠気に身を任せた。






　翌朝、目を覚ますと旭さんの腕の中。

　乱れに乱れた浴衣は、きちんと着させなおされていて私は目を瞬いた。

「露天風呂、入らないか？」

　朝一で言われたその言葉にほとんど思考も動かないまま頷いて――まさか一緒にだなんて思わなかったから――






　そうして桜色に染まる視界で思う。

　どうしようもなく、私はこの人を愛してしまったのだと。






　どうか演技なら、最後まで騙し通して。

　愛されてるって信じさせて。

　私はいま、それだけを祈っている。

















第四章












「あーほんとあたしっていい幼馴染よね、こう利用されてあげちゃってさ！」

「なんだ気がついていたのか」

　まあそうだろうとは思っていたけれど。

「え、バカなの？　気が付かない訳ないでしょ？　何年かぶりに再会したかと思ったら食事に誘ってきて『古賀さんって何が好きなんだ』だの『古賀さんが行きたがってる場所知らないか』だの」

　亜里沙が呆れたようにワイングラスを揺らす。俺は肩をすくめて口を開いた。

「だからこうしてお前が来たがっていたレストラン連れてきてやってるだろ」

「なーにが『連れてきてやってる』よ偉そうに～」

　鉄板の向こう、大きなはめ殺しの窓からは東京の夜景。外資系ラグジュアリーホテルにあるこの鉄板焼き屋のディナーはなかなか予約が取れなくて苦労した。先日は老舗高級ホテルの和食……もっともあれで、千早が『温泉でも行きたいですねえ』と漏らしていたという情報が手に入ったのだから、安いものだ。

「そういえばこの間『古賀さんと一緒に暮らしたい』だのほざいてたけど、どうなったのあれ」

「……まだ言い出せてない」

　断られたらと思うと……

「大体、まだ付き合って一ヶ月だからな……」

「うっわー言い訳ぇ～」

「……それもあるが、どうもまだ信頼されてないような気もして」

　温泉旅行で、少しは距離が縮まった気がしているけれど。

「ああ、それはねえ、原因があんの。あさちゃん悪くないから」

　亜里沙が目を細めた。唇の端に僅かに浮かぶ深い色に、軽く眉を上げた。

「何かあったのか？」

「まあ……直接本人に聞けばあ？　あたしも流石に首突っ込みすぎてきたかなと思うし」

　いい大人の恋愛にさあ、と亜里沙はまつげを伏せた。その仕草に口を噤む。こうなったら意地でも亜里沙は口を開かないだろう。

「……ちなみに」

「なによ」

「千早が憧れているプロポーズのシチュエーションを知っていたりは」

「さすがにないわよ！」

　亜里沙は眉を上げたあと、ふっと思い出したように言った。

「……そういえば、カップルのスタッフがサプライズでプロポーズしてたのよ現場で。あれ見て感涙してたわよ千早ちゃん」

「サプライズか」

「サプライズ……って、絶対無理じゃん、あさちゃん」

　ぷぷぷ、と亜里沙は吹き出した。

　俺は眉を上げる。

「無理？」

「だってさあ……こないだドラマの現場に来たんだって？　監督大騒ぎよ」

「監督？」

「あんたのさあ」

　くっくっくっ、と亜里沙が肩を震わせた。この上なく楽しそうに――

「このスカしたムカつく黒崎旭の黒歴史、例のドラマの助監督だった人よぉ」

「今すぐ記憶を消せ」

　俺はぐっとワインを煽る。

　羞恥心で未だに頬が熱くなる――時々寝る前に思い出して叫びたくなることすらある、あのドラマ！

「そもそも！　あれは、お前が俺を騙して連れて行ったんだ」

　高校時代――亜里沙に頼まれた。

『ドラマのスタッフさんがさ、しつこいの。彼氏のフリしてくれない？』

　憔悴している様子に（今思えばあれも演技だ）さすがに心配になって現場について行った。

　気がつけば、なぜだか台本を渡されていて――言われたのが『代役よろしくね！』

　断るに断れず、台本の通りに演じた……つもりだったけれど。

「あれひどいわー。幼稚園の発表会のほうがまだマシ。ていうかマネキン置いてた方がよっぽどマシ？　強烈すぎたわ。スタッフのざわつき覚えてる？　未だに思い出すと笑えちゃう」

「それ以上俺の傷口に塩を塗り込むな」

「演技っていうか、嘘がつけないのよねー。サプライズなんて無理。よくそれで商社で課長さんなんかやれるわね」

「嘘をつかない商売を信条にしているんだ」

「つけないだけの癖に」

　くっくっ、と亜里沙が肩を揺らす。

「……というか、もしかしてこの話、千早の耳にも入っているのか？」

「さあ、監督が大騒ぎしてたからドラマのタイトルくらいは把握したかもね？　でも大丈夫よ、全カットされてるんだから」

　不幸中の幸いというか、なんというか……あの痴態を千早に見られるということだけは避けられたようだった。

「記憶を消したい……」

　魔法の言葉はないものだろうか？

「誰にだって消したい過去のひとつやふたつ、あるものよ。あたしにはないけど」

「お前のせいだろうが」

　亜里沙が嬉しげに唇を上げた時だった――「お、亜里沙ちゃんじゃーん」という軽薄な男の声がしたのは。

「……あらあ、小森さん」

　亜里沙の顔に明らかな他所行きの表情が浮かぶ。彼女の視線の先には、あまり上品とは形容し難い服装の女性を連れた、これまたあまり上品とはいえない雰囲気の男が立っていた。顔だけは整っている。

「こんなところで会うなんて奇遇だねえ」

「ええ、そうですね」

「デート？」

「幼馴染です」

　亜里沙の冷え切った声にもめげず、小森という男は俺たちのテーブルに近づいてきた。そうしてヘラヘラと笑いながら言葉を続ける。

「冷たいなあ亜里沙ちゃん。オレともデートしてよ～」

「あらあ、小森さんったら、こんな可愛い方連れておいて」

　ちら、と亜里沙が値踏みするような目線で小森の連れを見遣る。彼女はぎこちなく笑った。まだかなり年若い――化粧が似合っていないような気がした。

「そう言わないでさあ。オレ、これでも亜里沙ちゃんのマネージャーちゃんの元彼なんだよ」

　俺は目を見開く――千早の、元彼？

「あらー、そうでしたか」

　淡々と亜里沙が答える。その声に違和感を覚えた。もちろん、亜里沙がそんなミスをするわけがない。

　つまり、わざとだ。

　胸がざわつく。

「……あ、伝えてくれてなかったんだ」

　小森が小さく舌打ちをして呟く――「役に立たねえな」。それは聞こえるか聞こえないかの声で――俺は頭の中でぷつんと何かが切れるような音がした。

「なにか？」

　亜里沙の声は異様なほどにフラット。

「あ、いやいや……はは、けどアレだね、マネージャーちゃん、すごいマグロだよね～。処女だったからかなあ。オレ、めちゃくちゃ上手なはずなんだけど」

　ちらちらと小森は亜里沙を見るけれど、亜里沙は我関せずのような顔でワインを口に運ぶ。瞳の奥の表情は読めない。こいつは女優だから。

「……は」

　思わず息を吐いた。

　焼き切れて炭化した理性がボロボロ溢れていく。

　つい先日、自らの手で蕩けさせた、可愛すぎる千早の姿を思い出す。扇情的な目をして、肌を紅くして、ずくずくに蕩けて、俺を誘って止まない彼女の姿を。

　初めてではないと、彼女はそう言った。

　たしかにそのはずなのに、慈しみ愛おしむ行為全てに不慣れだった彼女の姿――

　亜里沙が読めない表情のまま、呟く。

「あさちゃん、こいつね、原因」

　小森を見る目が、一瞬だけ氷点下になる――

　そうか、こいつか。どうしてやろうか。様々な想像が脳裏をよぎった。

「え、あさちゃん刑務所入っちゃうの？　愛しのハニーに会えなくなるわよ」

　思考を完全に読んでいる亜里沙の声でほんの少し、我に返る。顔に全部出ていたんだろう。

　小森を睨む。もっと、別の方法があるはずだ。

「え、なになに？　なんかオレ、したあ？」

「――反応が無かったのは、あなたが下手くそだったからでは？」

「へ？」

「知っていますか、女性のほとんどは『感じているフリ』をしているらしいですよ――ご自慢のテクニックとやら、俺が女だったら是非とも経験してみたいものですが。ああ俺もあとでマグロと呼ばれてしまうのかな」

　ぷっ、と小森の連れの女性が吹き出した。どうやら身に覚えがあるらしく、すぐに気まずそうに小森の表情を窺う――その当人の顔が、どんどん紅潮していった。

「な、なんだお前。失礼だぞ」

「いきなり他人の前でマグロだの処女だの捲し立てる方に言われたくはないですね。そういえば教養の足りない人間はセクハラをコミュニケーションだと思い込む傾向があるらしいですよ」

「亜里沙ちゃん、君の連れ失礼だ」

「んー？　あたし聞いてませんでしたあ」

　亜里沙にも流されて、小森は鼻の穴を大きくしたまま「行くぞ！」と女性を連れて歩き去って行く。

「……亜里沙」

「そうブチブチにブチ切れないでよお、あさちゃん。あたしだって千早ちゃん好きなの、それなりの復讐を作戦中なのよ」

「手伝わせろ」

「いちばん大変なところ、任せてあげる。愛の力で乗り切ってよね」

　ふふん、と亜里沙が笑ってスマホを弄る。

「はいデータ。残りは頑張って」

「感謝する」

　言いながら立ち上がった。

「あらまだディナー途中だけど？」

「悪いけど」

「はいはーい、いってらっしゃあい。あ、ゴム持ったあ？　まだ産休あげたくないんだけど」

「持ち歩いてる。いつ押し倒すか分からないから」

「あははは！」

　亜里沙がゆらゆらと手を振る。俺は絨毯を踏み締めて歩き出した。

　どうしようもなく、千早に会いたい。






　千早のマンションには、何度も訪れたことがあった。玄関の前までは。そのインターフォンを押すと、驚いたように千早が出てくる。

「え、旭さん。どう……」

　彼女が言葉をいい終わる前に、ぐっと引き寄せて抱きしめた。ぱたん、と背後で玄関のドアが閉まる。長袖のシャツにショートパンツという、白いセットアップの部屋着（ものすごく可愛い）を無言で抱きしめ続ける。

「旭さん？」

　戸惑う彼女に何も言えず、ただ腕の中に閉じ込めて――あの男のせいか。あいつのせいで男が信用できなくなった？　俺は信じてもらえているのか？

（……俺が）

　頭の中で昏くらい考えが過る。昏く、けれどどこまでも名案だと、そう感じた――俺があいつを痛めつけたら、信じてくれるだろうか？

　ぐっと唇を噛み締めて首を振る。

　本当に殴りつけるわけにはいかない。千早に会えなくなるから。それなら社会的に殺す。あの威張り腐った男を地の果てまで追い詰めてやる。

　身体を硬らせていた俺の背中を、千早の小さな手が撫でた。

「旭さん」

　柔らかな声。どこまでも受け入れてくれるような、愛おしい声。

「なにか、あったんですか？」

　そう言いながら、彼女が俺の背中を撫でる。それだけで、岩のようになっていた心臓が動き出すのを感じる。

　きみがここにいる。

　俺の腕の中に。

（――あんな男、忘れてしまえ）

　俺は少し腕の力を緩めて、彼女の額にキスを落とす。千早が俺を見上げて、ほんの少し頬を緩めた。愛おしさで胸がパンクしそうになって――唇にむしゃぶりつく。

（どこに触られたんだろう）

　あの男の指に。あんな男が千早に触れて、千早に挿入っていたと思うだけで腸が煮え繰り返る。

（全部、全部、上書きしてやる）

　唇を離すと、はあはあと息が上がった千早と目が合う。俺は彼女を横抱きにして、ずんずんと部屋に入る。

「あ、旭さん？」

「ああ。お邪魔します」

「えっと、そうじゃなくて」

　どうして突然、という彼女をワンルームの小さなベッドに横たえる。ジャケットを脱ぎ、ぱちん、と腕時計を外してベッドの横にあるローテーブルに置いた。

　上半身を起こそうとする彼女にベッドに片手をついてのしかかりながら、しゅるりとネクタイを外し、額にキスを落とす。

「えっ、と？」

「会いたくて」

　会いたくて来たんだ、と繰り返して今度は千早の唇に一度キスをした。それから肩を緩く押して手を絡め、ベッドに縫い付ける。

「急にごめんな」

「あ、いえ、それは……」

　もごもごと「いいんですけど」と千早が呟く。その顔も既に真っ赤で、愛おしさで頭がいっぱいになっていく。

　その可愛らしい顔に、キスを何度も落とす。耳殻にも、耳朶にも、それから耳の穴にも舌を挿し入れて舐めて。身体のラインを確かめるように指先で服の上から触れる。ふう、ふう、と興奮を押し隠す千早の吐息が艶かしい。首筋に触れ、頸動脈のあたりを甘噛みした。

「ん、ぅっ」

　甘い声に、屹立に血が巡る。先走りが下着を濡らす。とくとくと少し速い脈を舌先で感じて、そのままつうっと鎖骨に舌を這わせた。

　全部、俺のものにしなくては気が済まない。

　彼女の身体で、俺が触れたことのない部分があるのが気に食わない。――あいつはどこまで触れたんだ？

「あ、っ」

　びくん！　と千早が身体を揺らす。少しだけ強く鎖骨を噛んでしまっていて――慌てて彼女の顔を覗き込む。

「痛かったか？」

「あ、いえ、その」

　千早の目線がうろうろする。その目元は血の色を透かす朱。

「……気持ちよくて、出た、だけです。声」

　千早の少し舌足らずな声に、頭の芯が痺れる。『気持ちよくて』、か。なるほど。

「……千早はもしかして、俺を殺そうとしてる？」

「え？　あ、ゃあんっ」

　俺は彼女の部屋着をたくしあげ、俺の手のひらに収まる乳房をぐにぐにと形が変わらんばかりに揉み上げる。この強い衝動を、どこかに逃さないと死んでしまう。

「ぁ、やぁんっ、あんっ、あ、あっ、だめっ、旭さ、やめっ」

　そう言う割に――千早の腰がもじもじと動いている。刺激が欲しいのだろう、恥ずかしげに太ももを擦り合わせる仕草に欲情が止まらない。

　ぴんと勃った先端ごと、入るだけむしゃぶりつく。口内で先端を舌で弄ると、千早は高く甘えた声を上げて俺の髪の毛を緩く掴む。

「だめっ、あんっ、だめ、だめ、旭さんっ」

　ぶんぶんと首を振る彼女は、さっきから自分の腰を俺に擦り付けていることにきっと気がついていない。甘い嗜し虐ぎゃく心で身体が満ちて行く。

　乳房から唇を離し、舌を下腹部に向かわせた。薄い腹の臍に吸い付くと、その奥が震えているのが分かった。期待で収縮しているだろう彼女の肉襞を想像して、すでに硬くなっていた屹立に痛いほど血が巡る。ああ、早く彼女に入りたい……

　けれど、まだだ。

　俺はそのまま彼女の足の付け根に顔を近づける。部屋着の薄いショートパンツ越しに、もう彼女がぐしょぐしょに濡れているのが分かった。

「……えろ」

　思わず出た声に、びくんと千早の膝が閉じる。しまった、と苦笑しながら優しく彼女の膝を撫で、キスをする。

「開いて、千早」

「や……っ、恥ずかしい」

　仕方ない、と肩をすくめショートパンツを足から引き抜いた。そうして、両手で太ももを掴み割り開く。僅かな抵抗は、俺を煽っているとしか思えない――ショーツのクロッチをずらし、予想通りぐずぐずに蕩けている彼女の入り口に舌を這わせた。

「は、……ぁ、ッ」

　彼女から溢れる温い水をじゅるりとわざと音を立てて舐め、ぷくりと刺激を期待して膨らむ肉芽の皮をくぃっと剥いてしまう。

「ぇ、あ、っ……!?」

　戸惑う彼女の声に、ちょっとした満足感が俺を包む。そうか、こんなふうには――されていなかったのか。そう考えたことであの男がまた脳裏をちらついて、俺は思い切り剥いた肉芽に吸い付く。

「ぁ、ぁああああ……っ!?」

　ばたつく千早の足を押さえ込み、ちゅ、ちゅう、と強弱をつけて吸い付き続けると、ほどなく彼女から力が抜けた。全身で息をして「イった」というのが一目でわかる彼女の肢体。薄い腹が呼吸と一緒に何度も上下する。

　イった彼女の肉芽を、それでも舌で弄るのをやめない。どろどろと粘膜が潤い続ける彼女のナカに、指を進ませる。

「ぅ、ぁ、んっ」

　ナカの肉襞が絶頂にびくびくと痙攣している。こんなに感じて可愛く反応する千早をよくも「マグロ」なんて言い表せたものだ、と指を折り曲げながら思う――恥骨の裏側、千早の感じるソコを指でぐ……とゆっくり押す。

「や、っ、旭さん一緒にするの、だめ、だめ、だめ……っ」

　指一本しか挿れていないのに、痛いほどに締め付けてくる彼女の肉襞。可愛らしい「だめ」を無視して舌と指で弄り続ける。千早の口から溢れる言葉は、もはや意味をなしていない。そうさせているのが俺だと思うと、最高に幸福な興奮を感じる。甘すぎる千早の声に涙が入り混じり、そうなってすぐに彼女の肉襞がびくびくと強く収縮し、痙攣した。指を抜く。震えている入り口が愛おしい。

　そこに舌を挿しこんだ。

「え、……っ!?」

　千早の驚愕した声が、すぐに蕩けた高いものに変わる。じゅるじゅるとあえて淫猥な音を立てて吸い付く。彼女の肉襞を舌でなぞる。わななくように震える粘膜。

「まっ、て、ぇっ、旭さんっ、なにこれっ、やめっ、ナカ、舐めないでっ」

　千早の嫋たおやかな指が俺の髪をぐちゃぐちゃにする。そうされながらひたすらに思う。彼女の全部に触れたい。指で、舌で。

　くてん、と力を抜いた千早から舌を抜き、スラックスをくつろげた。脱ぎもせずにコンドームを着け、クロッチをずらした入り口にあてがう。

「千早、愛してる」

　そう告げながら、ぐずぐずに蕩けて熱い彼女のナカに自身を埋めていく。柔らかいのに、きつく狭い。うねうねと屹立を締め付けてくる肉襞。余裕なんかもうなくて、ただ腰を動かした。その度に健気に吸い付いて、離そうとしない千早――その手を絡めて握り、俺の口元まで持ち上げる。

「ん、んぅっ、あんっ、ぁあっ」

　眉を寄せ快楽に喘ぐしかできない千早の指先を、手を繋いだままべろりと舐める。潤む瞳が、俺を見上げる。目が合った。その目を見つめたまま、彼女の爪を、指を、指と指の間を、手首を――舐め、しゃぶり、噛んだ。その度に千早は俺をぎゅうっと締め付ける。可愛すぎて頭がおかしくなる。愛おしさはきっと人を狂わせる。

　千早の手を離し、彼女の両膝をぐっと強く押した。自然と足を大きく開く格好になり、千早は快楽に瞳をとろりとさせたまま、目を大きく見開く。

「――っ、旭さんっ」

　恥ずかしい、やめて――そう彼女が言おうとしているのが分かったから、俺はその唇をキスで塞ぐ。自然とのしかかる格好になり、屹立が彼女の最奥をごりっと抉る。

「ん――……ッ！」

　唇が塞がれたまま、千早のトロトロになった肉襞がぎゅうっと収縮し俺を締め付けた。千早の足が跳ね上がる。俺は彼女の太もも裏を押さえつけ、腰にゾクゾクと走るくすぐったさにも似た吐精感をぐっと堪える。ごつごつとほとんど真上から彼女のナカを抉るような格好で抽送を続ける。ばちゅばちゅとぬるついた淫らな水音が溢れて止まらない。

　奥に、最奥に――己自身を捩ねじ込む。あんな男の記憶、消してやる。きみの身体からも、心からも。

「はぁ、っ、旭さんっ、イってる……っ、てば……っ」
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　切なく健気に俺を締め付ける千早――俺にもすぐに限界が来た。

　千早の手をシーツに押し付け、のしかかるようにしながら最奥を突き上げる。

「んぅ、んあっ、やっ、気持ちぃ、っ、気持ちぃ……っ」

　千早が理性なんか焼き切れた声で高く喘ぐ。ごちゅごちゅ俺の先端に当たっているのは子宮口だろうか。千早の身体全体が、本能で孕みたがっている。俺も本能のままに突き上げる。コンドームなんか邪魔だとすら思ってしまう。気持ち良すぎて、知らず、低く掠れた声が漏れた。千早が顎をぐっと上げる。

「ぁ、イ、く……っ」

　細く高い声でそう言って、彼女の肉襞はぎゅうっと強く俺のを締め付けた。同時に俺も欲望を吐き出して、吐き出しても足りなくて、何度も彼女のナカで動いてしまって。

「……あ」

　とろんとしつつ、けれど驚愕の目つきで千早が俺を見る。俺だって、まさかこんなにすぐ勃つとは思わなかった。苦笑しつつコンドームの根元を押さえ、外れないよう気をつけながら彼女から出て――すぐに新しいのを着けた。

「旭さん」

　困ったように言うくせに、また彼女はナカを潤ませトロリと蜜を垂らす。ひくひくしている入り口は、まだまだ欲しがっているようで――

　俺は彼女の足首を持ち、反対の太ももをぐいっと押して大きく広げさせた。彼女のナカが朱く、蕩けているのが見える。そんなところまで可愛くてどうするんだろう。まじまじと見つめると、千早が足を閉じようとするから一気に奥まで貫いた。

「――ぁ、……っ！」

　びくびく痙攣する肉襞に、千早が達したのだと分かる。俺はそっと唇を持ち上げた。

　――次はどこに触れよう。舐めよう。食べよう。

「千早、愛してる――なあ、きみのこと全部食べてもいいか？」

　思わず舌舐めずりしてしまいそうな俺を見上げて、どろどろに蕩けた千早が小さく口を開く。

「はい」

　そうして、ぽろん、と綺麗な目から涙がひとつ。

「食べて」

　千早は続ける。

「大好きだから、全部、全部、食べられたい……」

　俺はあまりの幸福に絶句したあと、「俺もだ」と震える声で伝える。

　ようやく伝わった、と思った。

「俺も」

　世界一。宇宙一。君さえいれば、他に何もいらないくらい。君がいないのならば、世界なんて必要ないくらい。

「愛してる、千早――」

　俺の言葉に、千早が泣きながら微笑んだ。

















第五章












　旭さんが急に家にやってきた日の翌日、目覚めて最初に目にしたのは上半身裸の旭さんだった。彼はペンギンのぬいぐるみの横に置いてあったチョコレートの箱を見ている様子で、半分寝ぼけていた私はなぜだか「隠さなきゃ！」と思ってしまう。

「あの、それ」

　布団で胸を隠しながら寝ぼけ眼で起き上がり、チョコの箱を回収する。二月に渡すに渡せなかった、賞味期限ギリギリのチョコレート。旭さんが不思議そうに私を見た。

「そこのブランドのチョコレート、好きなのか？　今度よければ本店のチョコレートを土産にしようか」

　パリに行く予定があるんだ、と旭さんが微笑む。私は「あの」とチョコレートの箱を持ったまま眉を下げた。ゆっくりと意識が覚醒していっている。

「違うんです」

　言いながら思った。そういうことにしておけば良かったのに……チョコレートに特にこだわりはないけれど。

「違う？」

　旭さんが首を傾げる。

　今更誤魔化すのも変だよね、と私は正直に言うことにした。

「これ、旭さんになんです」

「俺に？」

　めちゃくちゃキョトンという顔をされた。そりゃそうだよ！　もう五月だもん、何のチョコレートだか訳わかんないよ！

「……バレンタイン」

「バレンタイン？」

「渡せなかったんです」

　私は箱を旭さんに押し付けた。

「遅くなりましたけど、こうなったらどうぞ」

　旭さんは目を瞬きながらそれを受け取る。それからやけに長く息を吐いて、ほとんど予備動作無しに私を抱きしめた。

「わ、旭さん!?」

「可愛い可愛い可愛い。どうしてそんなに可愛いことができるんだ？」

「え、えっと、そんなことは……っ」

　絶対に可愛くはないと思うのだけれど……というか、渡しそびれて賞味期限ギリギリになったチョコレートを押し付けることのどこが可愛いと言うんだろう？

　なのに旭さんはぎゅうぎゅう私を抱きしめる腕の力を緩めない。いつもの彼のいい匂いがする。素肌と素肌とが触れ合う。旭さんの唇が、額に頬に降ってくる。愛おしいと言わんばかりに彼は私の全身を慈しむ。

　気がつけば組み敷かれて、昨夜の続きのように愛されていた。

　かくん、と力無くシーツに横たわる私を見ながら、旭さんが「開けていいか？」とチョコレートの箱を開ける。

「うまそう」

　そう言って一粒つまみ、ぱくっと食べた後私を見下ろして笑う。

「千早も食べるか？」

　私が脱力したまま頷くと、旭さんは私の口にピンクの苺味のチョコレートを入れてくれる。口の中で甘酸っぱさを味わっていると、旭さんがじっと私の口元を見つめている。

「旭さん？」

「俺も食べてみたかったな」

　そう言って私の唇にキスを落とし――舌をぬるりと挿れてきた。

「んんっ」

　くぐもった声が漏れる。旭さんの舌が、チョコレートごと私の口内を掻き回す。

「ん、んぁっ」

　舌が絡む。チョコレートが蕩けて行く。甘い、甘いキス……

　そうしてまた、私も心臓も溶かされていって、すとんと落ちた――ような気がした。

　ううん、もうとっくに落ちていたんだ。






　再びニューヨークの空の下にいるはずの旭さんからは、信じられないほどこまめに連絡が来る。食べ物や飲み物の写真、休みの日にひとりで動物園に行ったとペンギンの写真も送られてきた。

『今度一緒に行こう』

　そのひと言が、本当に嬉しい。

（……私、今度こそ大切にされてるんだよね？）

　スマホを眺めながら思う。

　旭さんの今回の出張は一ヶ月。

（早く会いたい……）

　大好きだって思う。愛してるって。

　この間――急に会いに来てくれた旭さんが、私を強く求めてくれたあの夜――なんだかすとんと腑に落ちたのだ。これは演技なんかじゃないって。

　昔、亜里沙さんと付き合っていた……のかもしれない。高校のときとか？　でも今は違うんだから、気にしたって仕方ない。気になるけど、でも、旭さんが今大切にしてくれているって事実だけで十分だ。

（どのタイミングで、亜里沙さんに伝えよう……？）

　亜里沙さんといえば……この間撮影をしたニューヨークにあるブランドの日本代理店から、なぜかエンゲージリングのカタログが届いていたけれど、あれ、何だったんだろう。ものすごく面倒臭そうに「ねえどれが好き？」って聞かれたから、亜里沙さんに似合いそうなのを選んだけれど。

（「あたしのじゃないから！」って怒ってたな……）

　まあいいか。亜里沙さんのことだから、変なことに首を突っ込んでいたりはしないだろうし。

　ベッドでごろんと寝転がりながら、ペンギンのぬいぐるみを抱きしめる。ヘッドボードには、他にもペンギンの小物……旭さんが「見かけたから」なんて理由をつけて買ってくれたものたちだ。

　次に会ったら、どこに行こう？

　何をしよう？

　まずは抱きしめたい。ぎゅうって抱きしめて、おかえりなさいって伝えたい――






　そう、思っていたのに。






「……え？」

　会社に着くなり社長と広報スタッフさんに呼び出され、耳を疑う。

「いやあ、まだ付き合ってるだなんて。名前なんだっけ、黒崎くんだっけ。幼馴染と結婚秒読み！　だってさ。ま、悪い記事じゃない。アイドル売りしてるわけでもなし」

　社長も広報スタッフさんも苦笑していた。

「まあ、亜里沙さんも三十路ですし。本人に任せています、でいいんじゃないですか」

「そうだな。……お、亜里沙！　来たか」

　社長の言葉にばっと振り向くと、面倒臭そうな亜里沙さんがサングラスを外したところだった。

「なによ社長、急に呼び出して。あたし、今からエステの予約いれてるんだけど～？　貴重な休日邪魔しないでよ」

「亜里沙、来たか。あのなお前、撮られてるんだよ。鉄板焼きデート。明日発売のやつに掲載の連絡来た」

「鉄板焼きデートお？　え、まさかあさちゃん？」

　びくっと肩を揺らす。

　旭さんの名前が、最初に出てくるんだ……つまりそれは、心当たりがあるってことで。

「高校の時に連れて来た彼氏だったろ？　まだ付き合ってたのか」

　亜里沙さんが私を見る。私はぱっと顔を逸らした。

　亜里沙さんは「はあ」とため息をひとつ。

「とりあえず、いいお友達ですってコメントしてもらっていい？　ガチのマジで友達ですって」

　広報スタッフさんが頷く。

　亜里沙さんが「あのさ」と私と何か話そうとするけれど、私はなんとか表情を笑顔に切り替えて「打ち合わせ行ってきます！」とオフィスを飛び出した。

　亜里沙さんはきっと、私と旭さんの関係を知らない。

　結婚の話とかだったら、どうしよう？

（聞きたくない……！）

　呼吸が震える。

　エンゲージリングのカタログを思い返す。結局、亜里沙さんのだったってこと？

　旭さんが私に手を出したのは、つまり、……結婚前の、火遊びだったってことかな。

　だとしたら、旭さんの目の付け所は完璧だ。私なら、他にリークしたりしない。亜里沙さんの仕事に支障が出るからだ。亜里沙さんが大好きだからだ。こんなことになっても、亜里沙さんの才能に惚れ込んでいるからだ。

　私はごちゃごちゃになりすぎている感情をどうにかするために、ひたすら仕事に集中する。制作会社と亜里沙さん行きつけの美容院とテレビ局をはしごして、更にテレビ局を出たあたりで、もう空は夕焼け色――今頃ニューヨークは早朝かな。

　胸が痛すぎて、色々麻痺してきている。

　思考がうまく働いていない……というよりは、感情が死んでる。

　悲しくない。何も感じない。多分今殺されても、何とも思わない。

　と、ぽん、と肩を叩かれた。

　ばっと振り向いて、反射的に一歩下がってしまう。だってそこにいたのは、クソ野郎……もとい、小森さんだったから。

「……ぁ」

　指先が震えてしまう。できるだけ会わないようにしていたのに。

「や、千早ちゃん、久しぶり～」

「……お久しぶりです」

　なんとか頭を下げた。

「えー、他人行儀！　傷ついちゃうなオレ」

「はは……」

　乾いた笑みを浮かべる私に、小森さんは首を傾げた。

「週刊誌見たよ～。結婚するんだって亜里沙ちゃん」

「……お答えできません」

「仕事とかに影響出そう？」

　出ればいいのに、みたいな顔をされて首を傾げた。……あれ、そういえばなんで小森さんもう知ってるの？　週刊誌は明日発売なのに……

　思案顔を浮かべているだろう私に、

「ねえねえ、今夜暇かな？」

　小森さんは首を傾げてそう言った。

「……なぜですか？」

「大牟田監督が来るパーティーがあってさ」

「パーティー、ですか？」

「そそそ。そうなんだけど、女の子がひとり来れなくなって。千早ちゃん、どう？　コネクション作りに」

　私は眉を顰めた。

　明らかに素性の良い、公式の集まりじゃない。「女の子」って、つまりコンパニオン代わりに来いってことだろうし。

「大牟田監督ってさ、父親の方だよ？」

「――！」

　思わず目を瞠る。亜里沙さんが少し前『親の七光！』と言っていた映画監督、のお父さん、国際映画祭でもいくつも賞を取っている超大物だ。

　けれど、私生活の方ではあまりいい噂がない。枕営業を受けている、なんてやっかみ半分の噂話さえ耳に挟んだことがある。

　けれどそんな懸念は、小森さんが次に発した言葉で掻き消えた。

「亜里沙さんで撮りたいみたいな話もしてたんだよね」

「……本当ですか？」

　思わず息を呑む。

　亜里沙さんは国内の賞はほぼ総なめしているし、国外でだって、何度もレッドカーペットを踏んでいる。ただ、踏んではいるけれど、大きな賞だけは、まだ受賞していない。亜里沙さん云々というよりは、作品との相性だったり、そういうのが原因なのだと思うのだけれど……

「どう？　話だけでも聞きに」

　気がつくと頷いていた。

　大牟田監督に撮ってもらえば、国際的な賞だって視野に入る――！






　素性のよろしくないパーティーだと勝手に思っていたけれど、ちゃんとしたホテルのラウンジを貸し切ったきちんとしたパーティーで安心する。立食形式のパーティーで、奥にソファセットがあり、大牟田監督だけではなくて大物俳優さんなんかもいて背筋を伸ばした。コンパニオンさんも上品な方が揃ってて、……私が代役で良かったんだろうか、と思ってしまう。

　一度帰社して社長に「絶対にその仕事とってこい！」と激励されたのもあり、プレゼンにも気合いが入った。

　旭さんのことを忘れたい、というのもあったけれど。

「いや、福間さんとはいつか仕事したいとは思っていたんだけれどね」

「ありがとうございます！　こちらプロモーションのＤＶＤで」

「今夜にでも観るよ」

　七十歳近いとは思えないエネルギッシュな大牟田監督は、うんうんと頷く。私はホッとして彼の横の席で頭を下げた。

「良かったじゃーん」

　にやにやと小森さんに肩を抱かれるけれど、ものすごい嫌悪感で吐きそうになるけれど、ぐっと我慢した。

　私はもう、旭さんの彼女じゃないんだし。

　……そもそも最初から遊ばれていただけなんだけれど……ああ、なんて演技力だろ。

（すっかり騙されちゃった……）

　理性ではそう思っているのに、感情がそれを否定してくる。

　彼はそんな人じゃない。

　絶対に違う。

　私は愛されてる！

　無意識にペンギンのネックレスを弄って――気がつくと、お開きの時間になっていた。

　エレベーター前で、ゲストの方を見送る。大牟田監督は宿泊されるのか、上の階に向かった。ここから上は確かスイートとジュニアスイートのみになっている。さすがだなあ、と顔を上げると小森さんと目が合う。

　気がつけば、エレベーターホールに二人きりになっていた。

「あのさあ千早ちゃん」

「はい？」

「大牟田監督、気に入ったみたい」

「本当ですか！」

　さすが亜里沙さんだ、と唇を上げた瞬間――「いやいや」と言われる。

「気に入ったのは、千早ちゃんの方」

「……？」

「あのジイさんさ、ほんと趣味悪いと思うんだけど」

　引き攣った笑いを小森さんが浮かべる。

「ど素人の、モブっぽい女の子とヤんのが好きなんだよ」

　ぽかん、としてしまう。

「……え？」

「だから千早ちゃんみたいな子？　すごいそそるらしくて」

「えっと小森さん、何を」

「ほら」

　小森さんはエレベーターの上三角のボタンを押す。

「部屋まで案内してあげる」

　喉が引き攣った。

　震える私に、小森さんが言う。

「また遊ばれていたらしいじゃん」

「え」

　なんで知ってるの？

　驚愕に目を見開く私をサディスティックに見下ろして、小森さんは続けた。

「しかも～、亜里沙ちゃんのフィアンセ？　あはは、ふたりがデートしてんの、オレ見たことあるよ～？　すごい仲良さそうで」

「……あ」

「まあいい趣味してるよな。婚約者のマネージャーって……まあ秘密は漏らさないだろうからねえ、あったまいー。ま、どうせそれくらいしか価値がない身体なんだから、いくら安売りしても一緒だろ？」

「そん、な」

　分かっていたことだ。

　でも改めて、他人に突きつけられるとどうしようもなく苦しくなる。死んだはずの感情が、辛くてたまらないと叫ぶ。

「いや、むしろ大牟田監督に抱いてもらえるんだから、感謝して欲しいくらいだよ。もし断ったら亜里沙さんの映画の話、ポシャるかもね」

　ぐっと黙る。

　亜里沙さんの、映画――

　亜里沙さんのことは、妬ましい。旭さんにちゃんと愛されてて、婚約者で……

　でも、それ以上に。

　亜里沙さんは、私の女優だから。

　大好きだから、彼女の才能を愛してるから。

　オーディションに落ち続けて、凹んだ時に観た亜里沙さんの映画。目と心が惹きつけられた。救われた。夢中になった。

　亜里沙さんには、もっと活躍してほしい。

　もっと、もっと――

「わ」

　私は下を向く。真紅の絨毯が、涙で歪む。

「わかり、ました……」

　ぼたん、と涙が一粒、絨毯に落ちる。

「泣かれてもなあ……あ、そうだここ。ここのホテルの鉄板焼きだよ。亜里沙さんたち、デートしてたの」

「そうですか……」

　魂と思考が、死んでいく。

「ちょっとだけ不思議なのはさ」

　小森さんが首を傾げた。

「遊びのはずなのに、黒崎くんだっけ？　怒ったんだよね」

「……怒った？」

「そそそ。オレが千早ちゃんの初めての相手だって知ったらさあ、もう今にも殴りかかってきそうな顔で」

　私は息を呑む。

　ぼたぼた、涙が溢れた。

　怒ってくれた。

　遊びだったのかもしれないけど、それでも、旭さんは私が蔑ろに扱われたと知って、怒ってくれた。

　それだけで、十分だ――

「すげえ泣いちゃってるけど……まあいいか。かえって監督、喜ぶかも。ほら無理矢理感出てさ」

　ちん、と音がして、エレベーターが到着したのが分かった。顔を上げる。あのドアが開いたら、もう後戻りはできない――

　があっと扉が開く。

　私は無言でその扉の向こうにいた人物を見つめた。

「……旭さん？」

　ニューヨークにいるはずの旭さんがそこにいて、長い足でエレベーターホールに足を踏み出したかと思うと一気に小森さんに詰め寄った。壁まで追い込んで襟首を掴み、地を這う声でこう告げた。

「俺の恋人を泣かせた落とし前、きっちりつけてもらうぞ」

　その端正なかんばせに浮かぶのは、明らかな憤怒だった。

「旭さん、どうして……」

「間に合って良かった」

　旭さんが小森さんを締め上げたまま、息を吐く。

「帰国して早々、妙なことになっていると亜里沙から連絡をもらって。空港から飛んできた」

「え、旭さん……帰国はまだ先のはずじゃ」

「……サプライズをするつもりで。慣れないことはするべきじゃないな」

「お、おい、手を離せ。何の話をしてるんだ」

「何の話？」

　旭さんが目を眇める。ぐっと小森さんの襟口を捻り上げて睨みつけて――

「目の前で愛する人が傷つけられて、黙っていられるか」

　私は思わず目を瞠る――今、なんて？

　旭さんは小森さんをもうひと睨みすると、ばっと手を離した。どさり！　と小森さんは落ちてお尻と頭を床にぶつけた。

「いったたた！　おい、お前。警察呼ぶぞっ、警察ぅ！」

「呼べばいいだろう。ただしお前も逮捕されるだろうけどな」

「な、なにを言って――」

「芸能関係者への売春の斡旋、強要……身に覚えがあるだろ？　この間連れていた女性は未成年だそうじゃないか。児童福祉法にも触れているんじゃないか？　判断するのは警察だが、証拠は腐るほど出てきている」

「へ!?」

　床に座り込んでいた小森さんが、びくっと肩を揺らした。

「少なくとも今後、公の場で活動はできなくなるだろうな……この場で殴りつけられないだけ感謝しろ。二度とその腐った顔を千早に見せるなよ、下衆野郎」

　呆然と座り込む小森さんを尻目に、旭さんは私の前までゆっくりと歩いてきて――とても切ない顔をした。胸がぎゅっと痛む。

「千早」

　さっきまでの苛烈な声と打って変わって、慈しむ優しい声で旭さんが言う。

「帰ろう」

　戸惑い、逡巡する私を旭さんは抱き上げた。

「あ、旭さん!?」

「君の」

　旭さんの震える声に、目を瞬く。

「君の傷を、俺がすっかり癒せたらいいのに」

　旭さんが私を覗き込み、額にキスを落とす。そのままエレベーターに乗り込んだ。下降していくガラス張りのエレベーターからは、東京のきらきらしい夜景がよく見えた。

「言い訳させてくれ」

　旭さんが静かに言う。答えを待たずに、彼は話し出した。高校時代、彼氏のふりを頼まれたこと、それから亜里沙さんと会っていたのは私とのことを相談していただけだってこと。その時に小森さんとトラブルになったのが原因で、週刊誌に売られたのだろうということ――

「愛してるのは君だけだ、千早――」

　ちゅ、と頬にもキス。私は指先にまで血が通るのを覚えていた。ぎゅっと彼にしがみつきながら何度も謝る。

「ごめんなさい、ごめんなさい。勝手に私、誤解して――」

「きみは何も悪くない。こんな時に、そばにいなくてごめん」

　旭さんが絞り出すような声でそう言ったとき、ちょうどエレベーターがホテルのロビー階に着いた。開いたドアの向こうで、腕を組んだ亜里沙さんが仁王立ちになっていた。

「あさちゃん！　ちゃんとボコボコにしたあ!?」

「二度と千早の前に出られないようにはしてきた」

「足りないッ！　戻って突き落としておいでッ！」

「明日には報道されるだろ。警察も動くだろうから……頼むから大人しくしておいてくれ亜里沙。俺だってかなり我慢してるんだ」

　亜里沙さんは舌打ちしたあと、私の方にやってきて――旭さんに抱き上げられたままの私の右頬を思い切りむにっと摘んだ。

「あ、亜里沙さんっ？」

「ばか千早！　あのジジイが枕営業受けてんの、知ってたくせに！　しかも小森までいて、なんでノコノコついていくかなあ」

「ご、ごめんなさ……」

　亜里沙さんはほんの少し涙目になって、左頬もむにっとつまむ。

「それにね、あんなジジイの映画に出なくたって、いくらでも賞なんか獲ってみせるわよ。あたし、福間亜里沙よ？」

　自信満々に、そう言い切られて――私はひたすら、泣きながら謝った。

　そうだ、あんなふうに仕事取ろうとするなんて、ものすごく亜里沙さんにも失礼だった……！

「まあ、ありもしないスキャンダルで判断能力死んでたんでしょ。普段の千早ちゃんなら絶対こんなの有り得ないもん」

「亜里沙さん……」

　その信頼に、余計に涙腺が緩んだ。絶対に迷惑をかけたくなかった人に、心配も迷惑もかけてしまって。

「ちゃんと話そうとしたのに、思いっきり避けてくれちゃって……ま、恋なんてそんなもんよね」

「偉そうだな。初恋もまだなくせに」

　旭さんの言葉に、私は意外な思いで亜里沙さんを見た。亜里沙さんが大きく笑う。

「あたしは演技に恋してるの。永遠に叶わない片想いなんだから！」

　はっきり言い切って、亜里沙さんは後ろ手を振って歩いていく。






　ホテルのロビーは、夜遅いこともあってしんとしていた。私を抱えたまま堂々と歩き、旭さんは私を正面玄関に停めてあった車に乗せた。

　車が走り出すと、車の振動にどんどん瞼が重くなる。旭さんが「寝ておけ」と言ってくれて、私は睡魔に抗えず目を閉じた。






　目を覚ますと、旭さんのマンション、そのベッドの上だった。旅行のあと、何度かお邪魔したことがあって……基本的にシンプルな、旭さんらしい家。枕元には、水族館で買ったお揃いのペンギンのぬいぐるみが置いてあった。半分寝ぼけた頭で、その子をポンポンと撫でる。

「起きたか」

　私の横で、身体を起こしながら旭さんが言う。意識がぶわっと覚醒していって、何があったのか一気に思い出す。

「あ、あの、旭さんっ……ほんとにすみませ……」

「謝らないでくれ」

　旭さんが私の額にキスを落とす。それからゆっくり微笑んで、「亜里沙から伝言だ」と私の頭を撫でる。

「今日休んでいいらしい。社長に働かせるから！　と言っていた」

「社長に？」

　聞き返しながら、「今日」という言葉にもう朝が近いのだと気がつく。遮光カーテンの僅かな隙間から、空が僅かに紫がかりながら白んでいるのが分かった。

「きみをあのパーティーに行かせたことに対してご立腹だったようだ」

　俺も同感だけれど、と言う旭さんに抱きしめられつつ、私は社長にあとで謝らなきゃ……と思う。亜里沙さんにも、もう一度。

　というか、その亜里沙さんだ。

「そういえば……亜里沙さん、初恋もまだって」

　ドラマでも映画でも、恋が叶わない切ない役どころか、どろどろの恋愛模様を演じたことだってあるのに……まさか、本当に恋をしたことがないなんてちょっと信じられない。確かに、一切スキャンダルが出たことはないのだけれど。

「開口一番、それか？」

　拗ねたような旭さんに「だって」と慌てて言い添える。

「気になってしまって……亜里沙さんのことだから」

「……本当に好きなんだな、亜里沙のこと」

「？　はい」

「妬けるな」

　旭さんは唇を子供みたいに尖らせたあと、しょうがないって顔をして答えてくれた。

「本当だ。少なくとも高校までそんな奴はいなかったし、きみとの恋愛相談に乗ってもらう上でそんな話にもなったけれど……あいつがときめくのは演技に対してだけだ」

　筋金入りの演技オタクなんだよ、と言いつつ、旭さんは続ける。

「というより、小さい頃から演技し続けてもう自分の感情が分からなくなっているのかもな」

　旭さんは少し目を細めた。

「言っておくけれど、普段の亜里沙だってあれは素の亜里沙かどうかもわからないからな」

「……！」

　思わず目を瞠る私に、「ああ、でも」と旭さんは笑う。

「きみの前だと、割合に素直なのかもな。さっきも泣いていただろ」

　亜里沙さんの涙目を思い出して、こくんと頷いた。

「別に泣く必要はない場面だったから――やっぱり素なんだろうな。そのままの亜里沙でいられるんだろう。信頼があるんだな。だからもう何年もきみを側に置いているんだと思う」

　そう言われて――私は誇らしい気分でいっぱいになる。

「俺も同じだ」

　旭さんがベッドに座り、私の手をキュッと握る。

「きみといると、そのままの自分でいられる。心地よくて、離れたくなくなる」

「ほ、褒めすぎです」

　私は慌てて起き上がりながら首を振る。

　そんなことはない、と旭さんは眉を上げた。

「俺にはもったいないくらいの人だと思ってる」

「そんな」

「……受け取ってくれないか？」

　旭さんがベッド脇の棚から持ち上げたのは、透明のラッピングバッグに入ったペンギンのぬいぐるみだった。

「わ、可愛い」

「動物園のお土産だ」

「ニューヨークの？」

　私はやけに丁寧にラッピングされたペンギンを受け取る。銀色のベルベットのリボンまで巻かれた、お土産のペンギン。

　旭さんが私を膝の上に抱き上げて、優しい声で言う。

「ペンギンのつがいは、一生同じなんだろう？」

「基本的には……でも、浮気性の子もいますよ」

「……そうなのか？」

「はい。でも大抵は添い遂げるらしいですが」

　返事をしつつ、あれ、と気がつく。

　このペンギン、何か持ってる？

「じゃあ俺は添い遂げる方だ」

　ぎゅっ、と抱きしめられて。

　私はペンギンが持っているものを信じられない思いで見つめる――指輪？

　きらきらと輝く透明な光は、ダイヤモンドだと一目で分かった。目を瞬きながら、亜里沙さんに見せられたエンゲージリングのカタログの記憶と一致していく。

「……あの、これ」

「サプライズしたかったんだ」

　旭さんが肩をすくめた。

「受け取ってくれるか？」

　私を見つめる表情は、優しくて穏やかだけれど……目はどこまでも真剣で、私を抱きしめる腕の力はぐっと強くて――

　私は振り返って、彼の唇にキスをする。

　止まっていたはずの涙が、またポロポロとこぼれ出して。

「――千早、愛してる」

　彼の言葉に、私はただ頷きながら彼にしがみつく。温かな体温に、全身が包まれる。






　カーテンの向こうで、空がどんどん、白んでいく。

　昇る朝日。

　私はそっと目を細めながら、明るいその色を眺め続けたのだった。

















エピローグ












「ん、ぅっ、ぁんっ」






　ごちゅごちゅと最奥を抉るように突き上げる彼の屹立に、思わず声を漏らす。

　ベッドの上、身体を揺さぶられながら、私は今日起きてからのことを思い返す――






　突然の休日となった今日――プロポーズの後、疲れていたのか、目が覚めたのはもうお昼過ぎだった。ぽかん、と辺りを見回すけれど旭さんの姿はない。

「……夢」

　だったらどうしよう、と一瞬思ったけれど、たしかにある左手薬指の感覚に、胸がきゅんとする。初夏のお昼過ぎの明るい陽光に、ダイヤモンドがきらりと光った。

　ぐう、とお腹がなって、ひとりなのにこっそり頬を赤くする。安心したとたん、こうだ。ほんとに現金だなあ……

　昨日ほとんど何も食べていないからか、お腹がすっかり空っぽだ。

　ヘッドボードに、旭さんからの置き手紙を見つけた。メモ用紙に、『すぐ戻る』とひとこと。

　私は旭さんのベッドの上でころんと寝返りを打ち、ぼんやり天井を見つめる。旭さんが帰ってきたら、何か食べに行かないか提案しよう。お腹ぺこぺこだー。

　しばらくぼうっとした後に、メールチェック、ニュースチェック、亜里沙さんのＳＮＳチェック。驚くほど亜里沙さんと旭さんのスキャンダルは報道されていなかった。というのも、亜里沙さんがＳＮＳで「あの人、マネージャーの恋人で、サプライズプロポーズの相談に乗ってただけなんだけど」と投稿したのもある。なにより、小森さんの一件が大騒動になっていたからだった。超大物である大牟田監督が枕営業を受けていたというのがかなりセンセーショナルな上に、小森さんは業界の大物に女性を次々にあてがっていたらしい。その名前も芋いも蔓づる式に出てきたのと、未成年にもそんなことをさせていたというので、警察から既に取り調べを受けているらしい。

（……やっぱり小森さん、クソ野郎じゃん）

　私がスマホの画面を消しながらそう思ったとき、ちょうど玄関の方で物音がした。

「あ、おかえりなさい！」

「起きていたのか」

　旭さんが目線の高さに持っていた紙袋をかざした。この近くにある有名なカフェの紙袋――

「朝飯……には遅いけど」

　彼が出してくれたのは、ホットサンドに、カップサラダにアイスコーヒー。お腹と背中がくっつくところだった私は喜んでそれを受けとり、リビングのテーブルに運ぶ。

　食べ終わった頃に、旭さんがニコニコとした顔で言う。

「元気になったか？」

「は、はいっ。もちろん」

　私は椅子の上、姿勢を正した。

「本当にご迷惑おかけしました……と、ありがとうございました」

「何が」

「助けにきてくれて……」

「当たり前だろう」

　旭さんはまっすぐに私を見て言う。

「最愛の人がピンチなのに、助けに行かないはずがない」

　私はぺこっ、と頭を下げて――それから言葉を続けた。

「もうひとつ、お礼……言ってもいいですか？」

「なんだ？」

「こ、こんな私なのに」

　きゅ、と膝の上手を握り締めて言う。

「こんなに面倒くさい私なのに、好きになってくれてありがとうございます。愛してくれて……ありがとうございます」

　旭さんはじっと私を見た後、とても幸せそうに目を細めた。それから私が座る椅子の横まで来て、しゃがみ込む。旭さんを見下ろすなんてあんまりない経験で、ちょっと目を瞬いてしまう。旭さんはそのまま私の両手を大きな手でぎゅうっと握りしめて言った。

「そうだな。少し面倒くさい子かもしれないな、君は。自分に自信が無さすぎる」

　それから悪戯っぽく笑って、続ける。

「でもそんな面倒くさいところまで可愛くて愛おしいんだ。これが愛じゃなければなんなんだ？」

　息を呑む私に向かって、まっすぐに彼は言う。

「愛してる、千早」

　私は息を思い切り吸う。でもうまくできなくて、何度も肩を揺らした。ぼろぼろと涙が落ちていく、しゃくりあげているせいで全然息ができない！

　旭さんが手を離して立ち上がる。ぎゅうっと私を抱きしめて、背中を何度も撫でてくれた。

「愛してる、大好きだ、千早。泣かないでくれ」

「ご、ごめんなさ……」

「どうしたら泣き止むかな。俺の可愛い恋人は」

　蕩けそうなほど優しく甘い声で旭さんが言った。

　私は彼にしがみつきながら、すんすんと泣き続けるしかできない。

　しばらくそうやっていて、ようやく落ち着いた頃。ふと、彼の唇が頬に落ちてくる。

「元気になった、って言っていたよな、千早？」

「あ、はい。なのにすみません、泣いちゃって……」

「そんなのは構わない」

　そう言いながら、旭さんは私を抱き上げて。

「……旭さん？」

「元気になったのなら、付き合ってくれ」

　何に、とは聞かなくても分かる。旭さんの目がぎらぎらしていた。私を食べちゃいたくて仕方ない、って表情――の彼に、「あ」と私は目を瞬く。

「どうした？」

「あ、いえ、言ってなかったなあって」

「何を？」

　私は今更すぎてちょっと気恥ずかしくて目を伏せて――それから思い切って彼の目を見て言う。

「おかえりなさい、旭さん。会いたかった」

　旭さんはしばらくじっと私を見つめた後、思い切り天を仰ぐ。

「旭さん？」

「あー、くそ。可愛すぎだ。なんでそんなに可愛いことができるんだ？」

「お、おかえりなさいって言っただけですよ!?」

「手加減できそうにないから、明日も休みをとったらどうだ？」

「あ、旭さんっ？」

　そうだそうしよう、と笑う旭さんに、あっという間に組み敷かれてしまった。

　するすると服や下着を剥ぎ取られて、全身をくまなく指でまさぐられ、キスを落とされ、舌で舐められて――なのに切なく疼く肉芽やうるうる蕩ける私のナカには全然触れてくれなくて。

　あまりのもどかしさに、はしたなく自分から半泣きで彼を求めたところ、旭さんは嬉しそうに、優しく笑って――その柔らかな表情とは裏腹に、激しく苛烈に一気に最奥まで貫いて来たのだった。






　そうして今、旭さんの思うように身体を貪られ、揺さぶられているところで――






　子宮がきゅうんと悦んで、肉襞はわななきながら彼を咥え込み痙攣する。挿れられただけで達してしまって、それを恥ずかしく思う間も無く抉るように最奥に激しく抽送を与えられて、私はもう淫らに肩で呼吸を繰り返しながらただひたすらイくしかできない。

「ぁ、あっ、あんっ、ん、ぅ、あ……っ！」

　彼の動きに合わせて、私はただ嬌声を漏らす。自分のナカの粘膜がトロトロになって、肉襞はきゅうっと彼を締め付けて――

「旭、さんっ、だめ、お願っ、イってるのっ……！」

　もうずっとイってるの。

　私はそう言ってただ喘ぐ。

「イきっぱなし、なのっ、あんっ、ぁ――……！　っ、はぁっ、も、おかしくなっちゃ、ぁっ、あんっ、ぁ、ぁあ……！」

　話している間にも、ぐちゅぐちゅ水音を立てながら私は何度も達する。びくびく震えるお腹に、旭さんが低く息を吐いてからようやく止まってくれた。

「は、あ……」

「千早」

　汗で崩れた前髪をかき上げて、旭さんは私を呼んだ。

「悪い。可愛すぎて――はぁ」

　そう言いながら苦笑する。

「あとは嫉妬かな」

「……嫉妬？」

「嫉妬」

　こくん、と頷いて彼は私の額にキスをする。ぐっと屹立の角度が変わって、私は呻くように微かな高い声を上げた。

「亜里沙と、それからあの男と」

　あの男、というのが小森さんを示しているのだと気がついて、目を瞬く。

「あの男はきみのどこに触れたんだ？　全部上書きしてやらないと気が済まない――きみの傷を、全部俺が癒せたらいいのに」

「――あ」

　明らかな嫉妬に、胸が痛む。

　……でも。

「あの、もう……私、旭さんに触られてないところ、ないです」

　あるとすれば眼球くらいかな……

　それくらい、旭さんは丁寧に私に触れてくれた。

　旭さんは眉を上げる。

「本当に？」

「本当です……それに、私、旭さんがファーストキスなんですよ」

　その言葉に、旭さんが目を瞠る。

　それから眉を下げて、ちゅ、と私の唇にキスをひとつ。

　同時に、彼は抽送を再開して――

「ん、んんっ、んぅっ、ん……っ！」

　唇を塞がれているというのに、大きく漏れた発情期の猫みたいな声に、恥ずかしくて声を止めたいけれど、止められず。むしろ更に喘がせてやろうとばかりに子宮を突き上げられて――

「んぅ……っ！」

　ぎゅうっと抱きしめられて、穿たれる最奥。密着する汗ばんだ肌と肌、お互いの呼吸を交換するかのように絡める舌先。

　私も彼の広い背中に手を伸ばし、ぎゅっと抱きしめる。微かなウッディ系の香り、腰と腰がぶつかる音、温いとろとろとした水は私から絶え間なく溢れ、淫らな水音を奏でて。

　知らず、彼の腰に足を絡めた。

　淫らな本能が、私を突き動かす。

「――っ」

　旭さんが息を呑んだ。抽送が更に激しさを増す。私は半泣きで喘ぎながら、彼が私のナカで、コンドーム越しに白濁を吐き出すのを知覚した――

　離れていく唇の熱を寂しく思うけれど。

　お互いの鼻の高さの距離で、旭さんが掠れた声で呟く。

「愛してる」

　と、そう、何度も。

　私は、傷なんかとっくに癒えてたんだなと今更気がつく。

　もしかしたら、初めて話したあのフライトの時点で、既に……

　私はありったけの感謝と感情と、とにかく万感の想いをただひとことに乗せて、口にする。

「私も、愛してます」

　きっとそれは、魔法の言葉。

　旭さんが目を瞬く。そうして優しげに笑って――とっても甘い声で、私を呼んで。

　啄まれるようなキスを繰り返したあと、半分眠りそうになった私に、どこか甘えるような声で彼は言う。

「千早」

「……死んじゃいます……」

　死なないと思うな、と彼は私をくるりとうつ伏せにして――

　背中に、旭さんのキスが落ちてくる。

　柔らかな唇が背骨をたどり、腰のあたりで強く吸われた。
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「……っ」

　思わず反応した私に気をよくしたのか、旭さんがべろりとその肉厚な舌で尾骶骨のあたりを舐め、そうして噛んだ。

　気怠い微睡みのなか、その生々しい感覚が電気のように身体を震わせる。

「……もう！」

　私の文句にも負けずに、旭さんは変わらず背中を優しく食み、そうして繰り返す。

「愛してる」

　そう、何度も――ああもう、そんなふうに言われたら、抵抗する気なんて無くなってしまう。

　魔法みたいに、嫌なことも、傷跡も、全部全部、消えていく。

　こめかみにキスが落ちてくる。

　見上げた先で、大好きな人が笑うから――私もそっと、微笑み返したのだった。
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